
今月の主な内容
●市県民税・国保税申告のご案内
●市議会だより
●第5回
　　宿毛花へんろマラソン

 
・・・8～9

・・・・・・・・・・・・・・・・11～20

・・・・・・・23・28

人のうごき
（25．1．1 現在）

世帯数�10,287� －5
人　口�22,531� －20
 （男）� 10,549� －7
 （女）� 11,982� －13

12月中の
異動状況

出生� 9
死亡�28
転入�34
転出�35

前月比

写真：平成25年成人式
（関連記事7ページ）

広報すくも
2 0 1 32 0 1 3
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②

宿
毛
市
名
誉
市
民
に

坂
本
嘉
廣
氏

　
１２
月
に
行
わ
れ
た
平
成

２４
年
第

４
回
宿
毛
市
議
会
定
例
会
で
、
坂

本
嘉
廣
氏
に
宿
毛
市
名
誉
市
民
の

称
号
を
贈
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
坂
本
嘉
廣
氏
は
、
昭
和

１８
年
東

京
都
に
生
ま
れ
、
学
習
院
大
学
卒

業
後
、
祖
父
坂
本
嘉
治
馬
氏
が
設

立
し
た
出
版
社
で
あ
る
冨
山
房
に

入
社
し
、
代
表
取
締
役
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
８
年
に
、
同
じ
く
嘉
治
馬
氏
が

設
立
し
た
、
財
団
法
人
「
坂
本
報

效
会
」
理
事
長
に
就
任
、
平
成

１６

年
に
は
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
会
長
に
就
任
し
、
祖
父
の
志

を
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
小
野
梓
を

顕
彰
す
る
民
間
組
織
で
あ
る
「
梓

会
」
と
宿
毛
市
・
宿
毛
市
教
育
委

員
会
が
毎
年
開
催
す
る
「
梓
立
祭
」

に
第
１
回
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
市
立
坂
本
図
書
館
や

市
内
全
小
学
校
、
市
内
中
学
校
に

も
数
多
く
の
図
書
の
寄
贈
を
い
た

だ
く
な
ど
、
本
市
の
教
育
・
文
化

の
振
興
に
多
大
の
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成

２１
年
に
は
、
本
市
の
教
育

文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
宿
毛
市
政
功
労
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

宿
毛
大
使
ご
紹
介

　
本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
県
外

で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
を
「
宿
毛
大
使
」

と
し
て
任
命
し
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
お
よ
び
観
光
や
産
業
の

振
興
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
平
成

２５
年
１
月
４
日
よ
り
、
宿

毛
大
使
に
、
所
谷
尚
武
氏
と
村
田

祐
造
氏
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、

紹
介
し
ま
す
。

所
谷
尚
武
氏

　
㈱
防
衛
ホ
ー
ム
新
聞
社
会
長

　
宿
毛
市
出
身

村
田
祐
造
氏

　
ス
マ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
㈱

　
代
表
取
締
役

市
内
小
中
学
校
で
の
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
講
師

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

・
小
森
第
２
団
地
（
和
田
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

・
平
井
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
２
月
６
日

（水）
〜
２
月

２２
日

（金）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

　
建
設
課
、
小
筑
紫
・
東
部
支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
２
月

２０
日

（水）
〜
２
月

２２
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地
　
西
町
４
丁
目
２
番

２０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、４
帖
半
）

家
　
賃
　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費
　
　
２
、０
０
０
円

駐
車
場
　
　
１
、０
０
０
円

　
（
１
世
帯
に
１
台
の
み
）

敷
　
金
　
９
０
、０
０
０
円

　
（
家
賃
×
３
ヵ
月
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

有料広告

　司法過疎地域において、巡回で法律相談を行って
いる名古屋の「丸の内総合法務事務所」主催の無料
法律相談会です。
　相続や借金の相談をしたくても、身近に司法書士
や弁護士がいなかったり、近隣地域の法律家とは地
縁、血縁があったりして、プライバシーに関わるこ
とを相談しづらいこともあります。
　この相談会は完全予約制ですので、他の相談者と
顔を合わすこともなく、個室にて内密にご相談いた
だけます。これまで長年、誰にも相談できなかった
ことを、この機会に解決してみませんか。

司法書士による“無料”法律相談会

開催日時

場　　所

相談内容

予約方法

２月７日（木）　午前９時～午後７時
２月８日（金）　午前９時～午後３時
御荘文化センター
愛媛県南宇和郡愛南町御荘平城３０６３番地１
相続、遺言、不動産登記（売買、贈与等）、
サラ金・クレジットの借金整理、過払金返還など
事前電話申込による完全予約制
丸の内総合法務事務所  司法書士 上家美恵子
蕁０５２－２１１－２４７１

情
報
コ
ー
ナ
ー

2月

如  月
February
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寄
贈
の
お
礼

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
よ

り
、
防
災
教
育
の
向
上
の
た
め
、

防
災
書
籍
と
防
災
学
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
各
学
校
で
利
用
し
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

市
内
小
学
校
に
防
災
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
配
備
し
ま
し
た

　
市
内
小
学
校
の
全
校
児
童
に
防

災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
備
し
ま
し
た
。

今
回
配
備
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
通

常
時
に
は
折
り
た
た
み
、
専
用
ケ

ー
ス
に
入
れ
て
椅
子
の
背
も
た
れ

に
備
え
付
け
る
こ
と
で
、
被
災
時

に
は
す
ぐ
に
装
着
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

　
今
後
は
防
災
訓
練
な
ど
で
利
用

し
、防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

小
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
等
）
・
農
耕
車
（
ト

ラ
ク
タ
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
）
の

登
録
は
お
済
で
す
か
？

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
小
型
特

殊
自
動
車
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト

ラ
ク
タ
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
農
耕

車
は
軽
自
動
車
に
区
分
さ
れ
、
使

用
頻
度
や
道
路
を
走
行
す
る
、
し

な
い
に
関
わ
ら
ず
、
所
有
し
て
い

れ
ば
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
車
両
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
車
両
登
録
を
行
い
軽

自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と
が
地
方

税
法
お
よ
び
宿
毛
市
税
条
例
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
車

両
が
あ
る
場
合
は
、
税
務
課
で
登

録
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
江
口
千
代
美

　
｜■■　
０
９
０
―

５
１
４
６
―

７
５
２
９

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
２
月

１９
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一
　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治
　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

交
付

　
　
　

　
宿
毛
市
で
は

１０
〜

１１
番
目
と
な

る
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
を

市
内
の
事
業
所
に
交
付
し
ま
し
た
。

交
付
番
号
１０

　
金
村
建
設
有
限
会
社

交
付
番
号
１１

　
有
限
会
社
山
戸
造
園
土
木

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―

３
１
１
１

場
　
所
　
正
和
隣
保
館
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
正
和
隣
保
館

　
蕁
６
３
―

２
２
５
４

講
演
会
「
地
域
防
災
と
女
性

の
視
点
」
開
催
に
つ
い
て

　
南
海
地
震
に
備
え
、
自
主
防
災

活
動
が
重
要
で
す
が
、
女
性
の
参

画
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
男
性
と
女

性
が
同
じ
土
俵
に
立
ち
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
い
る
安
芸
市
川
向
地

区
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、「
地
域

防
災
と
女
性
の
視
点
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
防
災
劇
の
上

演
も
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

日
　
時

　
２
月

１６
日

（土）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

講
　
師

　
安
芸
市
川
向
防
災
会
事
務
局

安
芸
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
副
会
長
　
仙
頭
ゆ
か
り

主
　
催
　
ご
近
所
カ
フ
ェ

協
　
賛
　
人
権
推
進
課

※
託
児
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
２
月

１０
日

（日）
ま

で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　

・
所
有
者
の
印
鑑
（
代
理
申
告
の

場
合
は
代
理
者
の
印
鑑
も
必
要

で
す
。）

・
メ
ー
カ
ー
名
の
分
か
る
も
の

・
車
台
番
号

・
排
気
量
（
農
耕
車
の
場
合
は
不

要
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

第
３４
回
部
落
解
放
文
化
祭
開
催

　
第

３４
回
部
落
解
放
文
化
祭
が
以

下
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
・
内
　
容

２
月

１６
日

（土）

　
１３
時
〜

１７
時

　
作
品
展
示
公
開

２
月

１７
日

（日）

　
９
時

３０
分
〜

１４
時

３０
分

　
作
品
展
示
公
開

　
９
時

３０
分
〜

１１
時

３０
分

　
催
し
物
発
表
会

　
販
売
コ
ー
ナ
ー

　
１３
時
〜

１４
時

３０
分

　
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
　
渡
辺
千
賀
子

「
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
〜
自
分

に
で
き
る
事
を
。
身
近
な
こ
と

か
ら
〜
」

立体時

収納時



④

【問い合わせ先】　自衛隊四万十地域事務所　蕁０８８０－３５－３０９６ 

受 験 科 目

受 付 期 間

自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）

１次試験平成２５年５月１１日（土）、
　　　　平成２５年５月１２日（日）（飛行要員希望者のみ）
平成２５年２月１日（金）～４月２６日（金）�

初 任 給

衣 食 住

２１４，９００円（平成２４年４月１日現在）
食事・光熱費・宿泊費等無料

休 日 休 暇 年次休暇（年間２４日）、夏季および年末年始の特別休暇等があり原則として週休２日制です。

概 要
自衛隊組織の骨幹である幹部自衛官（パイロット要員含む。）として、必要な知識と技能を修得
するために幹部候補生学校にて教育を受けます。卒業後は初級幹部として部隊を指揮しながら、
さらなる知識と技能の修得に努め、「平和を、仕事にする。」責任を担っていきます。

応 募 資 格

試 験 日

平成２６年４月１日現在２２歳以上２６歳未満の者　� 
大学院卒業者試験は修士課程の修了者等で、平成２６年４月１日現在２０歳以上２８歳未満の者

受 験 科 目

受 付 期 間

衣 食 住

身 分

予備自衛官補

一般公募：平成２５年７月１日現在１８歳以上３４歳未満の者

平成２５年１月９日（水）～４月３日（水）
非常勤の特別職国家公務員

教育訓練招集間は食事・光熱費・宿泊費等無料

応 募 資 格

試 験 日

技能公募：平成２５年７月１日現在１８歳以上５５歳未満の者
（国家免許資格については、下記へお問い合わせください。）

平成２５年４月１２日（金）、１３日（土）、１４日（日）、１５日（月）
※いずれか１日を指定されます。

手 当 等
教育訓練招集手当：日額７，９００円（教育訓練参加日数分支給）� 
教育訓練招集旅費：教育訓練に応じて教育訓練に参加する場合、自宅から教育訓練実施駐屯地ま
での交通費を支給します。

概 要

普段は、社会人として、それぞれの職業に従事しながら、必要とされる練度を維持するため訓練
招集に応じます。有事には防衛招集に応じて出頭し、後方の警備や後方支援等の任務にあたると
ともに、特に必要があると認められる場合には、国民保護等招集に応じることとなります。また、
平時においても大臣が特に必要を認める場合には、災害招集に応じることとなります。

宿
毛
市
森
林
整
備
計
画
変
更

の
公
表

　
森
林
法
（
昭
和
２６
年
法
律
第
２

４
９
号
）
第
１０
条
の
６
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
宿
毛
市
森
林
整
備
計

画
を
平
成
２４
年
１２
月
２８
日
に
変
更

し
ま
し
た
の
で
、
同
法
第
１０
条
の

６
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
１０
条
の
５
第
１０
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

講
演
会
「
糖
尿
病
っ
て
本
当
に

怖
い
の
？
〜
意
外
と
で
き
る

糖
尿
病
と
の
つ
き
あ
い
方
〜
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と

言
わ
れ
る
糖
尿
病
…
。
あ
な
た
な
ら
、

見
え
な
い
敵
と
ど
う
向
き
合
い
ま

す
か
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

　
２
月
２５
日
（月）

　
１８
時
３０
分
〜
２０
時

　
開
　
場
　
１８
時
　
　
　

場
　
所

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル

講
　
師

広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
保
健

学
研
究
科
　
森
山
美
知
子
教
授

参
加
費
　
無
　
料

※
会
場
に
は
、
血
管
年
齢
測
定
器

や
血
糖
測
定
器
、
た
ば
こ
チ
ェ

ッ
カ
ー
の
器
具
を
用
意
す
る
予

定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
保
険
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

毎
月
第
3
日
曜
日
は
新
港
産

直
市
！

　
毎
月
第
３
日
曜
日
に
「
す
く
も

８
４
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
に
お

い
て
、
宿
毛
市
周
辺
地
域
の
特
産

品
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
産
業
の

活
性
化
や
賑
わ
い
創
出
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
新
港
産
直
市
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
２
月
１７
日
（日）
は
、
お
い
し
い
災

害
食
（
す
い
と
ん
汁
や
一
品
料
理
）

の
試
食
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

新
港
産
直
市
実
行
委
員
会
事
務

局
（
産
業
振
興
課
内
）

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）・予備自衛官補募集のお知らせ
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有料広告

≪大井田病院からのお知らせ≫
小児科常勤医師が着任しました。
平成24年11月1日より、矢野哲也先生が着任
しました。

月曜日の診察も行っています。
休診とさせていただいていた月曜日の診療

（午前・午後）も行っています。
予防接種・乳児個別健診もこれまで通り行っ
ていますので、ご予約・お問い合わせなどお
気軽にご連絡ください。 〈問い合わせ先〉宿毛市中央８－３－６　蕁（0880）６３－２１０１

月・火・木・金の受付は、PM5:30まで行っています。
※輪番（土曜日）は近藤外来となります。

【小児科診療のご案内】
土金木水火月診 療 時 間

輪番乳児
健診○○○○

○○予防
接種○○

AM9:00～12:00

PM2:00～ 5:00

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
じ
ん
け
ん
ネ
ッ
ト

す
く
も
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

　
小
中
学
生
や
高
校
生
の
生
活
面
、

学
習
面
の
指
導
や
、
一
般
事
務
、

人
権
啓
発
事
務
を
行
い
ま
す
。
週

５
日
勤
務
で
す
。

勤
務
開
始
日

　
４
月
１
日

（月）

月
　
給

　
１
３
０
、０
０
０
円
〜

　
１
５
０
、０
０
０
円

申
込
方
法
・
締
切
日

３
月
８
日

（金）
（
郵
送
の
場
合
は

当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
履

歴
書
を
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 
貝
礎
児
童
館

 
平
田
町
黒
川
４
４
９
２
―

７

　
蕁
６
６
―

０
６
１
４

平
成
２４
年
度
小
学
生
県
外
交

流
派
遣
事
業
（
揖
斐
川
町
）

　
文
化
、
風
土
の
違
う
他
県
の
人
々

と
の
交
流
や
体
験
活
動
を
通
じ
て

広
い
視
野
と
豊
か
な
感
性
を
育
成

し
、
郷
土
宿
毛
の
良
さ
を
再
発
見

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
宿
毛
市
内

の
小
学
校
５
、
６
年
生
８
名
が
宿

毛
市
の
代
表
と
し
て
昨
年

１２
月

２５

日
か
ら

２８
日
ま
で
の
４
日
間
、
岐

阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
へ
研
修
に

行
き
ま
し
た
。
揖
斐
川
町
と
は
昨

年
度
か
ら
交
流
を
し
て
お
り
、
昨

年
度
、
今
年
度
と
揖
斐
川
町
の
児

童
が
宿
毛
市
を
訪
問
し
、
児
童
の

交
流
や
漁
業
体
験
、
海
水
浴
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
派
遣
事
業
で
は
、
受
け

入
れ
を
し
て
い
た
だ
い
た
揖
斐
川

町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
感
謝
の
意

を
伝
え
、
派
遣
事
業
に
よ
り
学
習
、

体
験
し
た
い
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
交
流
で
は
、
お

互
い
の
町
や
学
校
を
紹
介
し
、
宿

毛
市
に
つ
い
て
の
紹
介
で
は
、
豊

か
な
自
然
や
漁
業
、
農
業
、
偉
人

な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
体
験
学
習
で
は
、
揖
斐
川
町
の

産
業
や
歴
史
の
学
習
、
ス
キ
ー
や

か
ま
く
ら
づ
く
り
体
験
な
ど
、
宿

毛
市
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
宿
毛
市

と
の
違
い
や
互
い
の
良
さ
に
気
付

き
、
充
実
し
た
研
修
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

新
宿
毛
大
橋
の
落
書
き
を
消

去
し
ま
し
た

　
宿
毛
工
業
高
校
生
徒
会
と
宿
毛

市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
が
国
土

交
通
省
の
協
力
を
得
て
、
新
宿
毛

大
橋
の
橋
梁
の
落
書
き
消
し
を
行

い
ま
し
た
。
約
２
時
間
の
作
業
で
、

橋
梁
に
あ
っ
た
合
計

１２
裃
の
落
書

き
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
蕁
６
３
―

４
１
９
７

航
空
自
衛
隊
土
佐
清
水
分
屯

基
地
開
庁
１７
周
年
記
念
行
事

　
当
日
は
、
練
習
機
や
救
難
機
が

飛
来
す
る
予
定
で
す
。

日
　
時

　
３
月
３
日

（日）

　
９
時

３０
分
〜

１４
時

３０
分

場
　
所

航
空
自
衛
隊
土
佐
清
水
分
屯
基

地
※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
航
空
自
衛
隊
土
佐
清
水
通
信
隊

　
蕁
０
８
８
０
―

８
５
―

０
２
６
６

第11回　梓立祭

【問い合わせ先】企画課　蕁６３―１１１８

　梓会では、早稲田大学建学の母・小野梓先
生を顕彰するとともに、青少年の健全育成な
どを目指しています。
　当日は、児童・生徒の作文発表と、早稲田
大学からの表彰状ならびに譛坂本報效会・㈱
小松製作所からの記念品授与が行われ、記念
講演も予定しています。
　皆さんお誘い合わせの上、ぜひご来場くだ
さい。

日　時　３月３日（日）　１５：００～

場　所　宿毛文教センター

内　容
　・小中学校の児童・生徒による発表
　・式典、賞状授与など
　・記念講演
　　　講師　㈱小松製作所
　　　　　　特別顧問　萩原敏孝　氏



⑥

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ

り
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

ご冥福をお祈りします

片島
和田

嘉新カツノ
竹本　　操

104
86

お誕生おめでとう
（平成24年12月受付分） （平成24年12月受付分）

平田町戸内
宿毛
西町5丁目
中央7丁目
港南台2丁目
沖の島町母島

貴文
真吾
彰浩
伸樹
裕之
命

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん 保護者

佐竹　七海
江口　骼音
本町　心音
犬束　　新
宮闢　　叶
増本　旺史

さたけ ななみ

えぐち なみね

ほんちょう ここね

いぬづか あらた

みやざき なぎか

ますもと おうし

２０
年
前
に
中
筋
川
ダ
ム
に
埋

め
た
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」

を
開
封
し
ま
す

　
中
筋
川
ダ
ム
で
は
、
平
成
５
年

１１
月

１５
日
の
ダ
ム
本
体
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
打
設
完
了
式
時
に
埋
め
た
、

平
田
小
・
三
原
小
学
校
児
童
の
作

文
や
図
画
な
ど
が
入
っ
た
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
を
、

２０
年
後
（
今
年
の

１１
月
）
に
開
封
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
開
封
に
あ
た
り
招
待
状
を
送
付

し
た
く
、
当
時
作
文
な
ど
を
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
ら
れ
た
平
田

小
・
三
原
小
学
校
児
童
（
昭
和

５５

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

６１
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
）
お
よ
び
先

生
、
そ
の
ご
家
族
の
方
か
ら
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
筋
川
総
合
開
発

　
工
事
事
務
所
総
務
課

　
蕁
６
６
―

０
１
４
２

　
✉nakasa30@

skr.m
lit.go.jp

高
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正

さ
れ
ま
す

　
高
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成

２５
年
度
か
ら
、
原
則
と

し
て
希
望
者
全
員
を

６５
歳
ま
で
雇

用
す
る
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局
職
業
対
策
課

　
蕁
０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
５
２

交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭
を

サ
ポ
ー
ト

　
（独）

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
症

を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の

子
ど
も
（
中
学
校
卒
業
ま
で
）
に

対
し
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
や
、

自
動
車
事
故
に
よ
り
介
護
を
必
要

と
す
る
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ

た
方
に
対
し
介
護
料
の
支
給
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（独）

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　
蕁
０
８
８
―

８
３
１
―

１
８
１
７

高
知
県
立
宿
毛
高
等
学
校

第
１０
回
　
総
合
学
科
発
表
会

　
総
合
学
科
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
各
学
年
の
代
表
生
徒
が
発

表
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
２
月

１５
日

（金）
　

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
立
宿
毛
高
等
学
校

　
蕁
６
３
―

２
１
６
４

募集訓練科名 応 募 資 格 訓練
期間

募集
定員

木 造

建築科

中学校卒業者
（平成２５年３月卒
業見込み含む）で
平成２５年４月１日
現在２９歳以下

中学校卒業者
（平成２５年３月卒
業見込み含む）で
平成２５年４月１日
現在３５歳以下

２年 １０名

左官・タイル

施工科
２年 １０名

当時配布した記念
キーホルダー

平成25年度高知県立中村
高等技術学校訓練生募集

※遠隔地者には寮（男性）もあります。詳しくは下記
へお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　高知県立中村高等技術学校
　蕁０８８０－３７－２７２３
　8 http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/

願書受付：２月５日（火）～２月１５日（金）
試 験 日：２月２５日（月）
合格発表：３月４日（月）

入試種別：追加入試：

　　　　　一般入試：

対 象 者…高校卒業者および
高校卒業見込みの方
試験科目…数学・面接
対 象 者…中学校卒業者およ
び中学校卒業見込みの方
試験科目…適性試験・面接
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新成人を代表して記念品の贈
呈を受ける和田貴裕さん

新成人を代表してあいさつを
行う　池史帆さん

　
１
月
３
日

（木）
、
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
平
成

２５
年
宿
毛

市
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
宿
毛
市
で
は
２
３
４
人

が
成
人
式
を
迎
え
、
男
性

９８
人
、

女
性

９７
人
の
計
１
９
５
人
が
式
典

に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
ま
ず
、
沖
本
年
男

市
長
の
式
辞
に
よ
り
「
皆
さ
ん
は

こ
の

２０
年
間
、
様
々
な
喜
び
や
悲

し
み
を
体
験
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

の
節
目
に
難
題
を
乗
り
越
え
て
、

達
成
さ
れ
た
喜
び
と
充
実
感
を
味

わ
う
こ
と
に
よ
り
、
自
信
を
深
め

て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
ら
は
皆
さ
ん
自
身
の
努
力
と
才

能
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

家
族
の
愛
情
や
友
人
の
支
え
が
あ

っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
方
た
ち
に
、
恥
ず
か
し

が
ら
ず
感
謝
の
気
持
ち
を
し
っ
か

り
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
家
族
や
友
人
を
大
切

に
し
、
人
と
人
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
く
だ

さ
い
。
」
「
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
、

宿
毛
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い

る
先
輩
方
の
よ
う
に
、
市
民
が
誇

れ
る
人
物
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
な
ど
と
、
新
成

人
の
輝
か
し
い
前
途
を
祝
福
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

和
田
貴
裕
さ
ん
が
記
念
品
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
中
平
富
宏
市
議
会
議

長
の
祝
辞
な
ど
の
後
、
新
成
人
を

代
表
し
て
　
池
史
帆
さ
ん
が
「
成

人
と
し
て
晴
れ
の
門
出
を
向
か
え

た
今
、
自
分
の
意
思
や
考
え
を
持

ち
、
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
、

そ
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
大
人

へ
と
、
一
歩
一
歩
成
長
し
て
い
く

姿
を
、
温
か
い
目
で
見
守
り
、
ご

指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
立
食
式
の
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
、
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
演
奏
を

聴
き
な
が
ら
、
友
人
た
ち
と
談
笑

し
た
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
し

て
過
ご
し
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平成２５年

成
人
式



⑧

　
平
成

２５
年
度
の
市
県
民
税
・
国

保
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
は
適
正
な
課
税
の
た
め
の

大
切
な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
申
告
相
談
会
場
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
ま
た

は
税
務
課
窓
口
で
も
提
出
で
き
ま

す
が
、
計
算
方
法
や
記
入
方
法
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
必
ず
申
告

相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
告
用
紙
は
、
前
年
の
状
況
等

に
よ
り
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
事
前
に
お
送
り
す
る
予
定

で
す
が
、
も
し
届
い
て
い
な
い
場

合
で
も
、
必
ず
し
も
申
告
が
不
要

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
申
告
用
紙
が
必
要
な
方

は
、
税
務
課
窓
口
お
よ
び
申
告
相

談
会
場
で
交
付
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
と
あ
わ
せ
て
配
布
す

る
「
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に

ご
自
分
で
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
申
告
相
談
は
、
２
月

１５
日

（金）
か

ら
地
区
別
に
左
表
の
相
談
会
場
で

行
い
ま
す
の
で
、
申
告
に
必
要
な

次
の
書
類
等
を
ご
持
参
の
上
、
各

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
例
年
、
相
談
会
場
が
大
変
混
雑

し
、
お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
。
自

分
で
記
入
で
き
る
と
こ
ろ
は
記
入

し
、
収
支
内
訳
の
各
項
目
の
集
計

や
各
種
控
除
の
計
算
は
、あ
ら
か
じ

め
ご
自
分
で
済
ま
せ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
申
告
時
に
持
参
す
る
も
の

☆
所
得
金
額
算
出
に
必
要
な
も
の

収
入
金
額
、
必
要
経
費
な
ど
の

分
か
る
も
の

☆
所
得
控
除
額
算
出
に
必
要
な
も

の社
会
保
険
料
支
払
額
の
分
か
る

も
の
、
生
命
保
険
料
・
地
震
保

険
料
控
除
証
明
書
（
平
成

１８
年

末
ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損
害

保
険
料
分
も
可
）、
医
療
費
控
除

用
の
領
収
書
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
（
社
会
保
険
庁

か
ら
届
き
ま
す
）、
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
（
福
祉
事
務
所

で
交
付
し
ま
す
）
な
ど

☆
印
　
鑑

●
次
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

☆
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
…

収
支
計
算
が
原
則
と
な
り
、
ご

自
分
で
計
算
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
収
入
金
額
に
関
し
て
は
、

販
売
金
額
、
農
作
物
の
収
穫
量
、

自
家
消
費
分
等
を
、
必
要
経
費

に
関
し
て
は
農
業
用
に
係
る
各

種
領
収
書
等
を
分
か
る
よ
う
に

ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
…

申
告
書
の
提
出
が
無
い
場
合
、

一
定
基
準
以
下
の
所
得
金
額
の

世
帯
に
該
当
し
た
場
合
適
用
さ

れ
る
国
保
税
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
①
、
②
に
該
当
し
な
い
方

は
、
所
得
の
有
無
に
関
係
な
く

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す

①
税
務
署
へ
平
成

２４
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

る
方
（
た
だ
し
、
税
務
署
で
「
所

得
税
が
か
か
ら
な
い
の
で
申
告

の
必
要
が
な
い
」
と
言
わ
れ
た

方
は
市
県
民
税
・
国
保
税
の
申

告
が
必
要
で
す
）

②
給
与
所
得
の
み
で
、
ほ
か
に
所

得
が
無
く
勤
務
先
で
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
方

※
公
的
年
金
の
収
入
の
み
の
方
に

つ
い
て
も
所
得
割
が
課
税
に
な

る
方
に
つ
い
て
は
、
所
得
控
除
（
扶

養
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）
の
申

告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
平
成

２４
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
税
務
署
に
お
け
る
申
告
相
談
お

よ
び
確
定
申
告
書
の
受
付
期
間
は
、

２
月

１８
日

（月）
か
ら
３
月

１５
日

（金）
ま

で
で
す
。

　
確
定
申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は

税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
か

ん
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

. 
nta.go.jp

）の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
早
期
還

付
を
！！

　
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
さ

れ
た
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）の
還

付
申
告
書
は
、
早
期
処
理
し
て
い

ま
す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）。

　
な
お
、
入
力
も
れ
な
ど
が
あ
る

と
、
還
付
処
理
に
日
数
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
税
務
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

●
そ
の
他
注
意
事
項

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
様
式

を
提
出
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
２
月

１８
日

（月）
か
ら
３
月

１５
日

（金）
ま
で（
土

日
を
除
く
）
の
間
に
税
務
署
へ
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
確

定
申
告
書
Ａ
様
式
を
提
出
さ
れ
る

方
は
、
市
の
申
告
相
談
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
日
程
で
ご
都
合
の
悪
い

方
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
ら
、
対
象
地
区
と
異
な

る
会
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
申
告
相
談
期
間
中
、

市
役
所
税
務
課
窓
口
で
は
、
申
告

相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い（
申
告
書
の
提

出
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
）。
ご

相
談
は
、
必
ず
各
相
談
会
場
で
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
税
務
課
住
民
税
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

市
県
民
税

国
保
税

申
告
の
ご
案
内

確
定
申
告

の
ご
案
内

申
告
書
の
提
出
期
限
は

3
月
１５
日
（金）
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
、3
月
１５
日
（金）
ま
で
で
す
。
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対 　　　象 　　　地　 　　区

坂本・奥下藤・神有・奥奈路

橋上・京法・還住薮・平野・楠山・出井

長尾・手代岡

竹石・小島・天神

竹部・馬場住・土居ノ内

東下組・西下組・中組・靴抜・道ノ川【芳奈地区】

中山・寺山・寺尾・徳師・中町

森・車岡・師高瀬・西天神・岡松　　　　　　　　

清水・北川・沖前・貝礎・県営住宅

【黒川地区】西～東須賀・橋田・下～上駄場・奥黒川【東平】

片島

大島

貝塚・駅前町・駅東町

新田・沖新田・錦・四季の丘

西町１～３丁目

西町４～５丁目、港南台

自由ヶ丘・樺・樺住宅・藻津・西片島

大深浦・小深浦

宇須々木・池島・新港

高砂

舟ノ川・石原・小三原・福良

栄喜

大海・田ノ浦

小筑紫・小浦・湊

内外ノ浦・呼崎

伊与野

弘瀬

母島・古屋野・長浜・久保浦

宿毛900～5500番台の番地・南沖須賀

中央１～８丁目

予備日

桜町・松田町・萩原

与市明・長田町・幸町

野地・小川・草木薮・山北

押ノ川

和田

正和・平井

中角・高石

二ノ宮・二ノ宮住宅

さくらが丘

坂ノ下・都賀川

時　　　間

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�11：30

午後�1：00�～�3：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：00

曜

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

火

水

木

金

月　日

2月15日

2月18日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月25日

2月26日

2月27日

2月28日

3月  1日

3月  4日

3月  5日

3月  6日

3月  7日

3月  8日

3月10日

3月11日

3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

会　　　場

宿毛文教センター
2階  会議室1
蕁63－2618

小筑紫基幹集落センター
1階  研修室
（元小筑紫支所）

片島公民館
蕁65－8270

高知はた農協
宿毛東出張所
蕁66－0341

すくも湾漁協弘瀬出張所
蕁69－1301

神有多目的集会所

平
田
町

山
奈
町

小
筑
紫
町

沖
の
島
町

橋
上
町

宿毛市総合
社会福祉センター
2階  視聴覚室
蕁65－7665

大島公民館
蕁65－8452

宿毛東部農村環境
改善センター

沖の島支所
蕁69－1001

平成25年度 市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表



⑩

住警器消太

取
り
付
け
よ
う

火
災
警
報
器
！

やなせたかしトラフ博士

気象庁ホームページ（リーフレット「津波警報がかわります」）
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunamikeihou/index.html

予想される津波の高さ
とるべき行動数値での発表

（発表基準）

１０m 超
（１０m＜高さ）

１０m
（５m＜高さ＜＝１０m）

５m
（３m＜高さ＜＝５m）

３m
（１m＜高さ＜＝３m）

１m
（２０袍＜＝高さ＜＝１m）

巨 大

沿岸部や川沿いにいる人は、
ただちに高台や避難ビルなど
安全な場所へ避難してくださ
い。
津波は繰り返し襲ってくるの
で、津波警報が解除されるま
で安全な場所から離れないで
ください。

海の中にいる人は、ただちに
海から上がって、海岸から離
れてください。津波注意報が
解除されるまで海に入ったり
海岸に近づいたりしないでく
ださい。

高 い

（表記しない）

巨大地震の
場合の表現

大
津
波
警
報

津
波
警
報

津
波
注
意
報

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自

動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
　

津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す
！

　
気
象
庁
は
、
平
成

２３
年
３
月

１１

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
が
甚
大

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
津
波
警
報
の

改
善
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
平

成
２５
年
３
月
７
日

（木）
か
ら
改
善
し

た
津
波
警
報
や
津
波
情
報
の
運
用

を
開
始
し
ま
す
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ

・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
超
え
る

巨
大
地
震
の
場
合
は
、
正
し
い

地
震
の
規
模
を
す
ぐ
に
は
把
握

で
き
な
い
た
め
、
そ
の
海
域
に

お
け
る
最
大
級
の
津
波
を
想
定

し
て
大
津
波
警
報
や
津
波
警
報

を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
と
き
最

初
の
津
波
警
報
で
は
、
予
想
さ

れ
る
津
波
の
高
さ
を
、「
巨
大
」
、

「
高
い
」
と
い
う
言
葉
で
発
表
し

て
非
常
事
態
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
ま
す
。

・
正
確
な
地
震
の
規
模
が
分
か
っ

た
場
合
は
、
予
想
さ
れ
る
津
波

の
高
さ
を
５
段
階
の
数
値
で
発

表
し
ま
す
。

・
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
基
準
の
高
い

数
値
を
発
表
し
ま
す
。

津
波
観
測
に
関
す
る
情
報

・
高
い
津
波
が
来
る
前
は
、
津
波

の
高
さ
を
「
観
測
中
」
と
し
て

発
表
し
ま
す
。

・
沖
合
で
観
測
さ
れ
た
津
波
の
情

報
を
い
ち
早
く
伝
え
ま
す
。

※
津
波
警
報
な
ど
を
見
聞
き
し
た

場
合
、
た
だ
ち
に
避
難
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
が
、
海
の
そ

ば
で
「
強
い
揺
れ
」
や
「
長
く

ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ
」
を
感

じ
た
時
も
、
津
波
が
お
そ
っ
て

く
る
と
考
え
て
、
自
ら
の
判
断

で
た
だ
ち
に
高
い
場
所
（
高
台

や
避
難
ビ
ル
）
へ
避
難
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
蕁
０
８
８
―

８
２
２
―

８
８
８
２

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―
３
１
１
１

　
薨
６
３
―
３
３
９
６

　
日
本
損
害
保
険
協
会
よ
り
、
沖

の
島
分
団
母
島
班
に
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車
が
寄
贈
さ

れ
、

１２
月

２１
日
に
寄
贈
式
を
行
い

ま
し
た
。

平
成
25
年
宿
毛
市
消
防
出
初
式

　
１
月
６
日
、
宿
毛
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い
て
、

宿
毛
市
消
防
団
・
消
防
団
音
楽
隊
・

女
性
消
防
隊
・
宿
毛
消
防
署
が
一

堂
に
会
し
、
消
防
出
初
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
　

　
式
典
で
は
、
市
長
、
団
長
に
よ

る
訓
示
や
永
年
勤
続
表
彰
・
優
良

団
員
表
彰
、
模
範
ポ
ン
プ
操
法
が

行
わ
れ
、
終
了
後
に
消
防
団
に
よ

る
市
内
パ
レ
ー
ド
と
松
田
川
河
戸

堰
で
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い

防災コーナー 総務課危機管理係　蕁６３―０９４８



十
二
月
定
例
会
日
程

１２
月
�３
日
（
月
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

４
日
（
火
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

５
日
（
水
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

６
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

７
日
（
金
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

８
日
（
土
）
休
　
会

�

９
日
（
日
）
休
　
会

�

１０
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１１
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１２
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１３
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１４
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１５
日
（
土
）
休
　
会

�

１６
日
（
日
）
休
　
会

�

１７
日
（
月
）
休
　
会

�

１８
日
（
火
）
休
　
会�

委
員
会
審
査�

�

１９
日
（
水
）
休
　
会

�

２０
日
（
木
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

⑪ 広報すくも  2013.2

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は

「
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
の
人
事
議
案
一
件
、「
平
成
二

十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」

な
ど
予
算
議
案
九
件
、「
公
の
施
設

に
お
け
る
暴
力
団
の
利
用
を
制
限

す
る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に

つ
い
て
」
な
ど
条
例
議
案
四
件
、「
宿

毛
市
名
誉
市
民
の
選
定
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
な

ど
そ
の
他
の
議
案
七
件
の
合
計
二

十
一
議
案
で
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
浦
尻
議
員

ほ
か
五
名
か
ら
、「
宿
毛
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
等
議
案

三
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
第
三
回
定
例
会
で
予
算

決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
継

続
審
議
と
な
っ
て
い
た
各
決
算
認

定
議
案
に
つ
い
て
は
、
改
善
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
付
し
た

う
え
で
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
十
日
、
十
一
日
に
は
市
政
に
対
す

る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
八
人
の
議
員

が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は

「
Ｍ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤

回
と
訓
練
中
止
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
三
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
五

億
六
三
万
八
千
円
が
増
額
補
正
さ

れ
、
累
計
で
一
一
八
億
一
、
二
四
四

万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
宿
毛
市
集
落
営
農
・
拠
点
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
費
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
一
、
〇
三
五
万
円

○
都
市
計
画
道
路
交
通
量
調
査
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
三
九
〇
万
円

○
耐
震
補
強
実
施
設
計
業
務
委
託

料
（
平
田
小
・
山
奈
小
・
橋
上
小
）

　
…
…
…
…
…
…
…
…
九
一
三
万
円

○
耐
震
補
強
実
施
設
計
業
務
委
託

料
（
東
中
）
　

　
…
…
…
…
…
…
…
…
四
八
四
万
円

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
本
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
七
、
五
〇
〇
万
円

○
津
波
避
難
対
策
推
進
事
業
工
事

費
　
…
…
…
…
一
億
二
、
〇
〇
〇
万
円

○
体
育
館
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
緊
急

整
備
事
業
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
四
七
三
万
円

　
第
四
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
日
に
開
会

し
、
十
八
日
間
の
会
期
で
十
二
月
二
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会
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⑫

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

同
　
　
意

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
4
号

第
11
号

第
12
号

第
13
号

第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

第
18
号

第
19
号

第
20
号

第
21
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号

宿
毛
市
名
誉
市
民
の
選
定
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

平
成
二
十
四
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
）
並
び
に
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

公
の
施
設
に
お
け
る
暴
力
団
の
利
用
を
制
限
す
る
た

め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
つ
い
て

宿
毛
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
財
産
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

四
万
十
市
と
宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
黒
潮
町
、
大

月
町
及
び
三
原
村
と
の
間
の
消
費
生
活
相
談
等
の
事

務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
廃
止
に
つ
い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

市
営
土
地
改
良
事
業
の
変
更
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に

つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

～

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
採
択

第
14
号

Ｍ
Ｖ
2
2
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
と
訓
練
中
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　　
こ
れ
ま
で
は
、
排
除
対
象
を
「
暴

力
団
及
び
暴
力
団
員
」
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
高
知
県
暴
力
団
排

除
条
例
と
同
様
に
「
暴
力
団
準
構

成
員
」
も
排
除
対
象
と
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
政
務
調
査
費

の
名
称
を
政
務
活
動
費
に
改
め
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
政
務
調

査
活
動
に
加
え
て
会
派
が
行
う
陳

情
や
要
請
活
動
等
の
政
務
活
動
に

も
経
費
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
使
途
の
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
議
長
に

対
し
て
、
収
支
報
告
書
の
調
査
権

限
を
与
え
る
な
ど
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
二
十
四
年
第
三
回
臨
時
会
及
び
平
成
二
十
四
年
第
四
回
定
例
会

に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
の
任
命

　
　
　
　
　
立
　
田
　
壽
　
行
（
か
ず
ゆ
き
）
氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　
田
　
中
　
徳
　
武
（
の
り
た
け
）
氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　
増
　
田
　
裕
　
恵
（
ひ
ろ
え
）
　
氏
（
新
任
）

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
土
　
居
　
桃
　
代
（
も
も
よ
）
　
氏
（
新
任
）

　
第
三
回
臨
時
会
が
十
一
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
専
決
処
分

二
件
が
報
告
さ
れ
た
他
、
専
決
処
分
議
案
一
件
、
人
事
議
案
三
件
、
予
算
議

案
一
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
報
告
は
い
ず
れ
も
損
害
賠
償
に
か
か
る
和
解
と
賠
償
額
の
決

定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
人
事
議
案
は
、
新
た
に
立
田
壽
行
氏
、
田
中
徳
武
氏
、
増
田
裕
恵
氏
を
教

育
委
員
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
専
決
処
分
議
案
は
衆
議
院
解

散
に
伴
い
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
補
正

予
算
は
岡
松
教
育
長
の
退
職
に
伴
い
、
退
職
金
を
計
上
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
承
認
、
同
意
、
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

条
　
　
例

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▼

人

 

事

 

案

 

件

▲

■ 

第
三
回
臨
時
会
の
概
要 

■
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B
　
用
途
変
更
に
つ
い
て
は
、
宿

毛
市
水
道
事
業
給
水
条
例
第
十
八

条
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

A
　
現
在
の
用
途
別
料
金
体
系
に

つ
い
て
、
市
民
に
不
公
平
感
が
あ

る
。
口
径
別
の
料
金
体
系
に
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
不
公
平
感
を
無
く
し

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

か
考
え
る
が
、
宿
毛
市
と
し
て
も
用

途
別
の
料
金
体
系
か
ら
口
径
別
料

金
体
系
に
変
更
す
る
用
意
は
な
い
か

問
う
。

B
　
水
道
料
金
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
も
、
口
径
別
の
料
金
体
系

を
適
用
し
て
い
る
自
治
体
は
多
く
な

っ
て
お
り
、
宿
毛
市
と
し
て
も
、
公

営
企
業
審
議
会
に
諮
問
し
、
平
成
二

十
六
年
度
実
施
を
目
途
に
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

A
　
和
田
に
あ
る
「
取
水
施
設
の

管
理
棟
の
津
波
対
策
」
並
び
に
松
田

町
に
あ
る
「
配
水
池
タ
ン
ク
の
地

震
対
策
」
等
水
道
施
設
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
十
分
な
対
策
を
取
ら

れ
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
、「
配
水

池
タ
ン
ク
」
の
耐
震
調
査
内
容
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
和
田
の
「
取
水
施
設
の
管
理
棟
」

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
の

建
築
基
準
法
施
行
令
改
正
に
よ
る

新
耐
震
基
準
に
対
応
し
て
い
る
が
、

津
波
に
対
し
て
は
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
。
浸
水
深
が
二
・
五
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
れ
ば
通
常
運
転
は
可

能
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
場
合

を
想
定
し
た
場
合
、
津
波
の
波
圧
、

浮
力
、
総
重
量
及
び
漂
流
物
に
よ

る
衝
撃
力
が
作
用
す
る
た
め
、
そ

れ
に
対
す
る
施
設
の
安
全
性
、
施

設
内
へ
の
津
波
の
浸
水
防
止
等
を

検
討
す
る
中
で
、
今
後
、
津
波
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

松
田
町
に
あ
る
「
配
水
池
タ
ン
ク

の
耐
震
化
」
も
、
昭
和
五
十
六
年

の
建
築
基
準
法
施
行
令
改
正
に
よ

る
新
耐
震
基
準
に
対
応
し
て
い
る
。

タ
ン
ク
の
容
量
が
五
、〇
〇
〇
ト
ン

と
非
常
に
大
き
く
、
直
下
に
は
人

家
が
多
数
あ
る
た
め
、
心
配
を
す

る
方
も
お
ら
れ
る
が
、
平
成
十
八

年
に
行
っ
た
耐
震
に
つ
い
て
の
検

討
結
果
で
は
、
阪
神
大
震
災
ク
ラ

ス
の
震
度
七
の
地
震
に
も
、
人
命

に
重
大
な
影
響
を
与
え
ず
タ
ン
ク

の
機
能
保
持
が
可
能
と
い
う
耐
震

水
準
を
満
足
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
盤
支
持
力
や
転
倒
、
及
び
活
動

に
対
し
て
も
安
全
で
あ
る
と
の
結

論
で
あ
る
。

A
　
市
長
の
基
本
姿
勢
の
大
き
な

柱
の
一
つ
の
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

B
　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
一
次

産
業
に
係
わ
る
宿
毛
市
農
林
漁
業

協
同
組
合
連
絡
協
議
会
の
結
成
を

初
め
と
し
て
、
各
種
団
体
と
の
意

見
交
換
に
よ
り
市
長
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
へ
の
手
順
を
確
認
し

な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
未
来
づ
く
り
検
討
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
な
シ
ン

ク
タ
ン
ク
的
な
要
素
で
、
様
々
な

分
野
の
方
々
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

機
会
を
通
じ
、
施
策
に
対
す
る
意

A
　
水
道
料
金
体
系
に
つ
い
て
「
営

業
用
」
と
「
湯
屋
用
」
の
料
金
区

分
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
め

ら
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
営
業
用
は
、
直
接
営
業
の
た

め
、
ま
た
は
営
業
に
付
随
し
て
使

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
湯
屋
用
は
、

公
衆
浴
場
用
に
使
用
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

A
　
企
業
か
ら
「
水
道
使
用
料
区
分
」

の
変
更
に
つ
い
て
の
要
望
が
提
出

さ
れ
た
場
合
、
行
政
手
続
き
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

松浦 英夫 議員

今城 誠司 議員

水
道
行
政
に
つ
い
て

　
十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
日
及
び
十
一
日
の

二
日
間
に
八
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

二
〇
年
・
三
〇
年
後
の

宿
毛
市
の
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
つ
い
て



⑭

見
や
提
言
を
頂
き
、
必
要
に
応
じ

て
市
の
政
策
審
議
会
等
に
諮
り
、
施

策
に
反
映
す
る
方
向
性
で
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
実
施
計
画
の
策
定
の
進
行
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
振
興
計
画
を
、
具
体
的
な
事

業
に
展
開
す
る
た
め
の
実
施
計
画

を
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
三
年
毎

に
策
定
し
て
い
る
。
毎
年
度
、
事

業
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
と
し
て
、

成
果
を
評
価
し
な
が
ら
、
見
直
し
、

廃
止
、
拡
大
等
の
判
断
を
行
い
、
予

算
編
成
に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
実

施
計
画
を
検
討
し
て
い
く
毎
年
の

ロ
ー
リ
ン
グ
の
計
画
で
あ
る
。
基

本
構
想
や
基
本
計
画
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る

が
、
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
公
表

し
て
い
な
い
。

A
　
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
、
策

定
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

B
　
本
年
度
中
に
南
海
地
震
の
新

想
定
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
域

防
災
計
画
の
改
定
を
行
い
、
現
在

の
体
制
を
抜
本
的
に
見
直
し
た
上

で
、
震
災
時
の
職
員
の
初
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
さ
ら
に
業
務

継
続
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
消
防
署
の
業
務
継
続
に
つ
い
て

は
、
二
階
に
重
要
機
器
を
配
置
し
、

消
防
無
線
に
つ
い
て
は
芳
奈
の
運

動
公
園
に
メ
イ
ン
設
備
を
整
備
し
、

浸
水
に
対
応
し
て
い
る
。

　
消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
地
震
時
に
は
聖
ヶ
丘
病
院
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
退
避
し
、
防
災
拠
点

と
し
て
活
動
出
来
る
よ
う
に
、
病

院
側
と
の
協
定
を
締
結
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

A
　
国
の
目
標
と
す
る
平
成
二
十

七
年
度
末
ま
で
に
、
本
市
の
学
校

施
設
耐
震
化
率
一
〇
〇
％
は
達
成

が
可
能
で
あ
る
の
か
問
う
。

B
　
早
期
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
来
年
度
以
降
に
予
定
さ

れ
て
い
た
山
奈
小
、
平
田
小
、
橋

上
小
及
び
東
中
の
校
舎
の
耐
震
補

強
設
計
を
前
倒
し
、
順
次
耐
震
補

強
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
宿
毛
小
、
松
田
川
小
に
つ
い
て
は
、

統
合
校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ

り
耐
震
化
を
図
る
計
画
で
あ
る
が
、

建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

高
台
適
地
を
調
査
中
で
あ
り
、
三

月
に
は
そ
の
方
向
性
を
示
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
方
法
に
よ

っ
て
、
改
築
ま
で
の
耐
震
性
確
保

の
方
向
性
も
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A
　
伐
採
後
の
新
植
林
は
大
切
で

あ
る
が
、
今
日
の
シ
カ
の
食
害
で
は
、

防
護
ネ
ッ
ト
な
し
に
木
は
育
た
た

な
い
。
防
護
ネ
ッ
ト
作
設
に
対
す

る
市
の
上
積
み
支
援
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
伐
採
跡
地
の
新
植
林
を
シ
カ

被
害
か
ら
守
る
た
め
の
防
護
ネ
ッ

ト
購
入
に
つ
い
て
は
、
県
の
森
林

資
源
再
生
支
援
事
業
を
活
用
し
、

森
林
所
有
者
を
支
援
す
る
。
市
と

し
て
の
上
積
み
支
援
は
今
後
検
討

す
る
。

A
　
国
産
材
の
需
要
拡
大
に
つ
い
て
、

公
共
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
を

ど
う
進
め
る
か
。
ま
た
、
四
万
十
市

や
四
万
十
町
で
は
地
元
産
材
に
よ
る

住
宅
建
設
に
は
県
の
補
助
八
〇
万

円
に
さ
ら
に
市
町
財
政
か
ら
一
五

〇
万
円
を
上
乗
せ
支
援
し
て
い
る
。

宿
毛
市
も
同
様
の
上
乗
せ
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

B
　
本
市
も
今
年
「
宿
毛
市
産
材

利
用
推
進
方
針
」
を
策
定
し
、
市
が

行
う
公
的
な
建
築
事
業
等
に
率
先

し
て
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
に
し

た
。
宿
毛
産
材
を
使
っ
た
民
間
住

宅
建
設
に
対
す
る
上
乗
せ
補
助
は
、

財
政
上
の
困
難
性
は
あ
る
が
、
将

来
的
に
は
市
独
自
の
上
乗
せ
補
助

を
検
討
し
た
い
。

A
　
林
業
政
策
を
進
め
る
た
め
に

は
、
市
の
行
政
に
林
業
専
門
職
員
配

置
と
、
担
当
職
員
の
増
員
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
四
万
十
市
は
林
業
関
係

に
携
わ
る
職
員
が
七
名
で
あ
る
が
、

宿
毛
市
は
今
一
名
で
あ
る
。
三
名

ぐ
ら
い
に
増
員
で
き
な
い
か
。

B
　
林
業
専
門
職
員
の
配
置
は
、
新

年
度
か
ら
県
と
の
人
事
交
流
で
、
林

業
専
門
職
員
を
配
置
す
る
計
画
を

し
て
い
る
。

A
　
新
教
育
長
に
今
後
の
学
校
教

育
を
進
め
る
基
本
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。
い
ま
全
国
で
子
ど
も
の
自

殺
が
多
発
し
、
子
ど
も
の
生
き
る

権
利
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
教
育
関

係
機
関
の
最
大
の
任
務
は
子
ど
も
の

命
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
新
教
育
長

は
子
ど
も
の
人
権
を
ど
う
擁
護
す
る

か
。

B
　
子
ど
も
の
人
権
の
尊
重
は
学

校
教
育
の
基
本
で
あ
り
、
大
変
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
教
員
は
児
童
や
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
大
切
さ
を
強
く
自

覚
し
、
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
て

教
育
を
進
め
て
い
く
。

浅木　敏 議員

業
務
継
続
計
画

に
つ
い
て

森
林
整
備
と
林
産
業
の

振
興
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
お
け
る

人
権
擁
護
に
つ
い
て

宿
毛
市
振
興
計
画

に
つ
い
て

学
校
耐
震
化
に
つ
い
て
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A
　
体
罰
は
教
育
者
に
と
っ
て
子

ど
も
を
自
分
の
意
に
従
わ
せ
や
す

い
手
段
で
あ
る
が
、
幼
少
期
の
体

罰
が
人
格
を
欠
損
し
た
人
間
づ
く

り
に
も
な
る
。
安
易
な
体
罰
に
頼

ら
な
い
学
校
教
育
の
実
現
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
体
罰
は
学
校
教
育
法
で
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
体
罰
に
よ
る
指

導
は
子
ど
も
達
に
力
に
よ
る
問
題

解
決
の
思
考
を
助
長
さ
せ
、
い
じ

め
や
暴
力
行
為
の
土
壌
を
生
む
。

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
に
は
学
校

の
組
織
的
対
応
が
必
要
。
子
ど
も

の
本
心
を
知
る
一
手
段
と
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
す
る
。

A
　
８
４
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
月
一
回

開
催
し
て
い
る
産
直
市
は
何
の
た

め
か
。
港
湾
の
利
用
実
績
向
上
が

目
的
で
あ
る
な
ら
、
本
末
転
倒
だ
。

止
め
た
方
が
良
い
。
産
業
振
興
の

た
め
な
ら
、
も
っ
と
人
の
集
ま
り

や
す
い
、
売
り
や
す
い
場
所
に
規

模
も
拡
大
し
て
替
え
る
べ
き
だ
。

例
え
ば
五
六
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に

も
適
地
は
あ
る
と
思
う
が
。

B
　
産
直
市
は
新
港
産
直
市
実
行

委
員
会
（
加
盟
三
九
店
舗
）
が
実

施
主
体
で
運
営
し
て
い
る
。
新
し

く
で
き
た
施
設
で
あ
り
駐
車
場
も

広
い
と
い
う
こ
と
で
当
初
か
ら
８

４
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
開
催
し
て
き
た

が
、
出
店
者
の
皆
さ
ん
か
ら
開
催

場
所
に
調
理
場
が
欲
し
い
と
い
う

声
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
業

の
振
興
を
前
提
に
場
所
の
変
更
等

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

A
　
「
中
央
何
丁
目
は
ど
こ
で
す
か
、

ど
う
行
け
ば
…
」
と
私
も
よ
く
道

を
聞
か
れ
る
が
、
さ
っ
ぱ
り
答
え

ら
れ
な
い
。
尋
ね
た
人
は
「
地
元

の
人
な
の
に
？
」
と
い
ぶ
か
し
げ

な
顔
を
し
て
去
っ
て
行
く
。
道
を

尋
ね
ら
れ
た
ら
答
え
ら
れ
る
ぐ
ら

い
の
住
居
表
示
じ
ゃ
な
い
と
つ
ま

ら
ん
。
歴
史
的
、
文
化
的
な
意
味

や
味
わ
い
の
あ
る
旧
町
名
が
廃
っ

て
い
い
の
か
。
知
ら
ず
に
育
っ
た

若
い
世
代
は
別
に
不
便
を
感
じ
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
土
居
下
、
本

町
、
真
丁
な
ど
と
慣
れ
親
し
ん
だ

者
に
と
っ
て
は
、
不
便
で
仕
方
が

な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
達
が
町
名

の
言
わ
れ
を
知
ら
な
い
ま
ま
で
育

つ
の
も
そ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う

思
い
も
あ
る
。
町
づ
く
り
の
観
点

か
ら
し
て
も
元
に
戻
し
て
は
ど
う

か
。
町
名
変
更
に
は
市
民
の
負
担

も
伴
う
こ
と
に
な
る
が
、
区
長
会

等
を
通
じ
て
市
民
の
意
見
を
聞
き
、

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
平
成
六
年
度
か
ら
二
カ
年
か

け
て
実
施
さ
れ
、
約
四
二
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
範
囲
を
中
央
一
丁
目
〜
八

丁
目
ま
で
と
す
る
新
町
名
の
住
居

表
示
と
な
っ
た
。
表
示
前
の
地
名

は
宿
毛
市
宿
毛
、
土
居
下
、
本
町

の
三
地
区
で
、
特
に
宿
毛
市
宿
毛

は
旧
市
街
地
か
ら
新
田
を
経
て
、
片

島
地
区
ま
で
を
含
む
広
い
範
囲
に

わ
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
混
乱

解
消
と
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
通
称

名
で
呼
ば
れ
て
い
た
旧
町
名
の
復

活
に
つ
い
て
は
、
分
か
り
づ
ら
い

と
い
う
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
の
中
で
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
水
道
通
り
を
「
梓
通
り
」

に
、
文
教
セ
ン
タ
ー
前
を
「
バ
カ

ヤ
ロ
ー
通
り
」
に
命
名
し
て
み
て

は
と
い
う
ご
提
案
は
非
常
に
い
い

こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
受
け
止
め

て
議
論
し
て
い
く
。

A
　
平
成
二
十
四
年
度
新
規
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

B
　「
鵜
来
島
地
区
へ
の
地
域
お
こ

し
協
力
事
業
」
は
活
動
に
つ
い
て

高
い
評
価
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

来
年
度
以
降
の
継
続
に
つ
い
て
強

く
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
「
宿
毛
産
芋
焼
酎
販
売
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
酒
造
会
社
が
東
京
と

大
阪
に
各
一
名
の
営
業
職
員
を
配

置
し
、両
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
一
一
店

舗
の
新
た
な
取
引
先
の
開
拓
が
で

き
て
い
る
。

　
「
特
定
健
康
診
査
自
己
負
担
金
の

無
料
化
」
の
取
り
組
み
で
は
、
個

人
負
担
金
二
、四
〇
〇
円
か
ら
今
年

度
無
料
化
に
移
行
し
た
。
現
時
点

で
の
受
診
者
数
は
一
、三
一
四
人
で
、

目
標
の
受
診
率
で
あ
る
三
三
％
に

は
到
達
で
き
て
い
な
い
が
、
二
四
・

三
％
と
過
去
最
高
の
伸
び
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
安
全
対

策
」
に
つ
い
て
は
、一
〇
件
を
実
施
。

ま
だ
一
八
件
程
度
の
申
請
が
可
能

で
あ
る
。

　
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
一
九
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

一
〇
件
を
抽
選
。
そ
の
う
ち
九
件

は
す
で
に
設
置
が
完
了
し
て
い
る
。

市
民
の
関
心
も
高
く
、
宿
毛
市
と

し
て
、
太
陽
光
を
は
じ
め
と
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

A
　
千
寿
園
の
経
営
、
収
支
に
関

し
て
は
、
大
き
く
改
善
、
見
直
し

の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

宮本 有二 議員

山戸　寛 議員

住
居
表
示
の
見
直
し

に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度

新
規
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

産
直
市
に
つ
い
て

千
寿
園
の
運
営

に
つ
い
て
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A
　
現
在
、
整
備
中
の
津
波
対
策

の
避
難
道
の
隣
接
地
や
入
り
口
付

近
で
、
地
震
で
倒
壊
が
危
惧
さ
れ

る
空
き
家
等
の
認
識
を
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
空
き
家

等
の
適
正
な
管
理
に
対
す
る
条
例

な
ど
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。
さ

ら
に
、
緊
急
を
要
す
る
物
件
へ
の

対
応
策
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

A
　
高
知
県
南
海
地
震
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
の
指
針
に
つ
い
て
県
側

は
安
政
地
震
、
宝
永
地
震
な
ど
、
発

生
頻
度
の
高
い
地
震
を
考
え
、
ベ
ー

ス
と
し
て
い
る
。「
最
大
規
模
だ
け

を
想
定
し
て
対
策
を
と
る
の
は
、
時

間
や
費
用
の
面
で
非
現
実
的
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
宿
毛
小

学
校
建
設
に
関
し
て
も
そ
の
例
に
入

る
の
で
は
な
い
か
。

　
宿
毛
小
学
校
区
内
に
は
一
、六
〇

〇
人
以
上
の
高
齢
者
が
住
ん
で
い

る
。
街
の
声
で
は
そ
の
八
割
の
人
た

ち
は
、
防
災
避
難
訓
練
へ
高
齢
な
る

が
、
ど
う
考
え
る
か
問
う
。

B
　
厚
生
労
働
省
令
、
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
人
員
、
設
備
に
関
す
る

基
準
、
介
護
報
酬
の
加
算
等
を
精

査
す
る
中
で
収
益
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

A
　
千
寿
園
の
医
療
体
制
の
問
題

に
つ
い
て
問
う
。

B
介
護
と
医
療
は
切
り
離
せ
な
い

重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
例
え
ば
入
所
者
が
急
変
し
て
も
、

対
応
で
き
る
医
療
機
関
と
の
二
四

時
間
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
や
、
委
嘱

医
師
の
複
数
化
、
協
力
病
院
と
の

医
療
情
報
の
共
有
化
な
ど
、
一
つ
ひ

と
つ
の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、

入
所
者
の
方
が
安
心
し
て
入
所
し
、

生
活
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

A
　
千
寿
園
の
経
営
改
善
の
た
め
に
、

指
定
管
理
を
模
索
す
る
よ
り
、
公

企
業
的
な
見
直
し
等
を
含
め
て
、

よ
り
経
営
に
適
し
た
組
織
の
構
築

を
行
う
。
そ
の
た
め
に
、
経
営
診

断
と
立
て
直
し
の
可
能
性
を
探
っ

て
見
る
方
向
も
あ
り
は
し
な
い
か
。

B
　
指
定
管
理
制
度
の
導
入
つ
い

て
は
進
ん
で
い
な
い
。
千
寿
園
の

経
営
改
善
は
不
可
欠
で
あ
る
。
今

後
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

B
　
存
在
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

財
産
権
の
問
題
も
あ
り
、
撤
去
等

の
処
分
が
難
し
く
、
関
係
者
の
理

解
等
の
課
題
も
あ
る
が
、
問
題
点

等
を
整
理
し
な
が
ら
条
例
制
定
に

向
け
取
組
ん
で
い
る
。

　
緊
急
性
の
あ
る
物
件
は
、
地
区

長
等
を
中
心
に
、
関
係
者
が
相
談

協
議
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
助
け

合
い
、
解
体
撤
去
等
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
行
政
も
協
力
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
。

A
　
火
災
な
ど
消
防
活
動
に
対
し
、

狭
い
道
路
の
拡
幅
の
一
つ
の
方
法

と
し
て
、
建
築
基
準
法
の
第
四
十

二
条
第
二
項
の
道
路
（
四
メ
ー
ト

ル
未
満
の
道
路
で
は
、
中
心
か
ら

二
メ
ー
ト
ル
後
退
し
た
と
こ
ろ
が

境
界
線
と
み
な
さ
れ
、
後
退
部
分

に
は
建
築
は
で
き
な
い
し
、
塀
な

ど
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
な
い
）

に
対
す
る
権
限
を
得
る
た
め
に
宿

毛
市
も
建
築
主
事
を
置
い
て
は
ど

う
か
。

B
　
こ
の
道
路
の
取
り
扱
い
は
、
特

定
行
政
庁
で
あ
る
高
知
県
が
行
っ

て
お
り
、
宿
毛
市
の
建
築
関
係
技

術
者
の
人
数
や
、
作
業
量
を
勘
案

す
る
と
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

A
　
中
央
自
動
車
道
の
笹
子
ト
ン

ネ
ル
の
天
井
崩
落
事
故
が
あ
り
、

昨
今
、
社
会
資
本
の
老
朽
化
は
国

家
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
島
橋
も
平
成
二
十
年
の
調
査

の
結
果
、
橋
脚
の
鋼
管
に
腐
食
が

確
認
さ
れ
、
何
ら
か
の
修
復
が
必

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市

長
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

B
　
宿
毛
市
に
六
六
橋
あ
る
一
五

メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
梁
に
つ
い
て
、

前
倒
し
し
た
作
業
と
し
て
、
修
繕
計

画
業
務
を
進
め
て
お
り
、
大
島
橋

は
、
来
年
度
か
ら
改
修
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

饌田 陸紀 議員

山上 庄一 議員

大
島
橋
の
耐
震
補
強

に
つ
い
て

老
朽
空
き
家
対
策

に
つ
い
て

狭
隘
道
路
の
拡
幅

に
つ
い
て

宿
毛
小
学
校
の
耐
震
・

改
築
と
地
域
の

防
災
対
策
に
つ
い
て
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A
　
遅
延
問
題
は
、
一
般
質
問
に

よ
っ
て
表
面
化
し
た
が
、
こ
と
の

重
大
性
が
分
か
っ
て
な
く
、
そ
の

後
の
対
処
に
つ
い
て
も
甘
さ
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
対

応
の
遅
れ
が
市
民
の
市
政
に
対
す

る
不
信
感
を
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ

た
の
で
は
な
い
か
。

B
　
今
回
の
送
付
ミ
ス
に
よ
り
、
市

民
に
大
き
な
不
安
と
行
政
不
信
を

抱
か
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
猛

反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
お
り
、
全
庁
体
制
で
再
発
防

止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
行
政
と
し
て
、
ミ
ス
が
発
覚
し

た
時
点
も
含
め
、
公
表
等
き
ち
っ

と
通
知
す
る
こ
と
も
十
分
で
は
な

か
っ
た
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
、

市
長
と
し
て
心
か
ら
反
省
を
し
て
、

陳
謝
し
た
い
。

が
ゆ
え
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う

声
が
あ
る
。
高
齢
者
の
た
め
に
も

宿
毛
小
学
校
は
現
在
地
に
残
し
、
避

難
場
所
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
県
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
と
し

て
の
最
終
結
論
も
ま
だ
出
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
宿
毛
小

学
校
の
高
台
移
転
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
、
現
在
調
査
中
な
の
で
、
今

後
そ
れ
ら
の
結
論
が
出
た
後
、
参

考
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
議
員
の

言
わ
れ
た
観
点
は
人
命
を
守
る
と

い
う
こ
と
か
ら
十
分
取
り
入
れ
て

今
後
の
対
策
を
取
っ
て
い
く
。

A
　
宿
毛
小
学
校
が
高
台
移
転
に

な
れ
ば
膨
大
な
予
算
が
必
要
と
な

る
。
当
市
の
財
政
状
況
か
ら
見
て

宿
毛
小
に
集
中
投
資
し
て
も
い
い

も
の
か
。
市
内
他
の
施
設
に
対
し

て
も
命
を
守
る
防
災
対
策
の
予
算

措
置
を
万
遍
な
く
と
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
ま
た
、
高
台
に
な
っ
た
場
合
、

そ
の
周
り
に
は
民
家
は
な
い
環
境

に
な
る
。
孤
立
し
た
環
境
の
登
下

校
時
の
児
童
生
徒
の
安
全
は
保
障

さ
れ
る
の
か
。

B
　
当
市
は
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
も
十
分
に
勘
案
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
を
進
め
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
市
内
の

避
難
計
画
等
を
き
ち
ん
と
精
査
し

て
、
出
来
る
だ
け
早
い
機
会
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
地
域
性

や
地
域
独
自
の
課
題
も
あ
ろ
う
か

と
思
う
が
、
地
域
に
は
ご
協
力
い

た
だ
き
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て

登
下
校
が
で
き
る
よ
う
に
防
犯
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
だ
け
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
市
長
部
局
と
し
て
も

教
育
委
員
会
に
協
力
し
て
各
学
校

の
防
犯
体
制
構
築
に
向
け
て
支
援

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
福
島
県
亘
理
町
の
教
育
委
員

会
か
ら
、
被
災
し
た
経
験
を
踏
ま

え
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
た
。

　
学
校
は
地
域
に
浮
か
ぶ
船
、
児

童
生
徒
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の

命
を
守
る
避
難
場
所
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　
亘
理
町
の
学
校
で
は
一
人
の
死

者
も
出
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
の

復
興
計
画
で
も
、
街
の
核
づ
く
り

も
ふ
ま
え
て
、
現
在
場
所
に
建
設

予
定
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
市
長
の
思
い
を
聞
く
。

B
　
亘
理
町
に
限
ら
ず
他
の
自
治

体
の
参
考
に
す
べ
き
事
に
つ
い
て

は
、
参
考
に
し
、
何
が
当
市
に
と

っ
て
一
番
望
ま
し
い
に
か
に
つ
い

て
十
分
に
考
え
て
学
校
建
設
場
所

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
適
地
選
定
調
査
の
現
在
の
進

捗
状
況
と
、
現
在
地
で
の
校
舎
建

設
に
つ
い
て
の
調
査
に
関
し
て
、

市
長
の
考
え
を
聞
く
。

B
　
高
台
移
転
適
地
選
定
調
査
に

つ
い
て
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
、

市
内
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
よ

っ
て
、
松
田
川
小
学
校
以
西
か
ら

小
深
浦
地
区
ま
で
で
三
ヵ
所
の
適

地
調
査
を
進
め
て
お
り
、
一
月
七

日
に
は
業
務
の
成
果
が
提
出
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
調
査

結
果
の
最
終
報
告
を
踏
ま
え
、
現

位
置
で
の
建
て
か
え
も
併
せ
た
上

で
、
意
見
調
整
を
行
い
た
い
。

　
現
在
地
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
現

在
高
台
調
査
を
実
施
中
で
あ
り
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
を
、
い
つ

ま
で
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
決

定
し
て
い
な
い
が
、
高
台
移
転
す
る

こ
と
の
有
利
性
、
合
理
性
な
ど
様
々

な
形
で
比
較
検
討
で
き
る
、
根
拠

に
な
る
資
料
と
し
て
考
え
て
お
り
、

ど
ち
ら
か
を
優
先
し
て
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

A
　
松
田
川
小
学
校
の
場
所
に
つ

い
て
、
市
長
は
、
土
砂
災
害
危
険

地
域
に
は
公
共
物
は
建
て
な
い
と

発
言
し
て
い
た
。
市
街
地
の
背
後

地
は
危
険
地
域
だ
ら
け
だ
が
、
発

言
を
取
り
下
げ
る
気
は
な
い
か
。

B
　
就
任
当
初
の
そ
の
よ
う
な
考

え
方
が
、
具
体
的
に
造
成
を
し
て

い
く
過
程
の
中
で
、
ク
リ
ア
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
考
え
方
が
、
完
全
な

こ
と
で
は
な
く
、
間
違
い
も
中
に

は
あ
っ
た
と
思
う
の
で
お
こ
と
わ

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

A
　
今
後
の
教
育
委
員
会
運
営
に

つ
い
て
の
抱
負
を
聞
く
。

B
　
宿
毛
市
が
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
内
容
を
継
承
し
な
が
ら
、

教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
学
校
は
、
人
を
育

て
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
一
人
ひ

と
り
の
児
童
生
徒
に
応
じ
た
、
き
め

細
か
な
指
導
を
行
う
た
め
の
支
援

や
、
教
職
員
の
資
質
の
向
上
の
た

め
の
研
修
の
充
実
や
、
学
校
、
保

護
者
、
そ
れ
か
ら
地
域
、
行
政
が

同
じ
方
向
に
向
っ
て
、
と
も
に
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

寺田 公一 議員

が
ん
検
診
の
結
果
通
知

の
遅
延
に
つ
い
て

宿
毛
小
学
校
の
高
台

移
転
に
つ
い
て

新
教
育
長
に
抱
負
を

聞
く



⑱

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

日
　
時
　
十
月
十
八
日
（木）

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

視
察
地
　
宮
城
県
名
取
市

視
察
テ
ー
マ

「
被
災
時
に
お
け
る
防
災
対
策
の
実

状
に
つ
い
て
」

・
業
務
復
興
に
際
し
て
課
題
と
な

っ
た
点
つ
い
て

　
な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
現

地
視
察
を
踏
ま
え
て
、
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

日
　
時
　
十
月
十
八
日
（木）

　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

視
察
地
　
宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町

視
察
テ
ー
マ

「
被
災
後
の
小
中
学
校
の
教
育
環
境

整
備
に
つ
い
て
」

　
亘
理
町
は
、
宮
城
県
の
南
東
部

に
位
置
す
る
人
口
は
三
万
四
、〇
九

一
人
の
都
市
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
住
民
三

〇
四
名
が
そ
の
犠
牲
と
な
る
な
ど

大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
「
亘

理
町
震
災
復
興
計
画
」
が
決
定
さ

れ
、
震
災
前
の
「
安
全
で
安
心
で

き
る
町
」
を
目
指
し
、
基
幹
産
業

を
復
興
し
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

べ
く
、
現
在
、
復
旧
・
復
興
作
業

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、「
被
災
後

の
小
中
学
校
の
教
育
環
境
整
備
に

つ
い
て
」
を
視
察
テ
ー
マ
と
し
て
、

　・
授
業
再
開
ま
で
の
経
緯
と
取
り

組
み
に
つ
い
て

・
被
災
し
て
い
な
い
学
校
と
の
学

力
差
の
状
況
と
、
そ
の
対
策
に

つ
い
て

・
津
波
に
対
す
る
備
え
、
今
後
の

課
題
等
に
つ
い
て

　
な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
名
取
市
は
、
仙
台
市
の
南
東
に

位
置
し
た
、
人
口
７
万
人
の
都
市

で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
死
者
・

行
方
不
明
者
九
〇
〇
人
を
超
え
る

被
害
を
受
け
、
い
ま
だ
に
多
く
の

市
民
が
仮
設
住
宅
等
で
の
不
自
由

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
民
生
活
の
早
期
再
建
、

地
域
の
社
会
的
機
能
や
経
済
活
動

の
迅
速
な
復
旧
な
ど
、
市
民
と
と

も
に
計
画
的
な
復
興
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、「
被
災
時

に
お
け
る
防
災
対
策
の
実
状
に
つ

い
て
」
を
視
察
テ
ー
マ
に
、

・
住
民
へ
の
情
報
周
知
に
つ
い
て
・

被
害
状
況
の
把
握
に
つ
い
て

・
食
糧
、
水
道
、
生
活
必
需
品
な
ど
、

イ
ン
フ
ラ
復
旧
ま
で
の
生
活
環

境
の
整
備
に
つ
い
て

・
避
難
所
の
整
備
と
運
営
状
況
に

つ
い
て

・
国
・
県
や
自
衛
隊
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
つ
い
て

行
政
視
察
報
告

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
及
び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
先
進

地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
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【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

日
　
時
　
十
月
三
十
一
日
（水）

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

視
察
地
　
宮
城
県
東
松
島
市

視
察
テ
ー
マ

「
震
災
に
お
け
る
市
管
理
施
設
（
道

路
、
橋
梁
等
）
の
被
害
と
復
旧
に

つ
い
て
」

　
東
松
島
市
は
仙
台
市
の
北
東
に

位
置
す
る
人
口
四
〇
、
四
一
七
人

の
都
市
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
死
者
一
、

〇
九
四
人
、
行
方
不
明
者
二
九
人

と
い
う
大
き
な
人
的
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
施
設
、
下
水
道
施
設
、

教
育
施
設
、
福
祉
施
設
等
の
公
共

施
設
の
被
害
額
は
、
全
体
で
六
六

八
億
七
千
一
〇
〇
万
円
で
あ
り
、

市
の
年
間
予
算
額
の
四
年
分
に
匹

敵
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
民
間
施
設
等
の
被
害
額

に
つ
い
て
は
全
く
把
握
で
き
て
い

な
い
状
況
で
す
が
、
住
宅
被
害
だ

け
で
も
相
当
な
額
で
あ
り
、
農
業
、

漁
業
な
ど
の
被
害
を
合
せ
る
と
、

民
間
の
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、「
震
災
に

お
け
る
市
管
理
施
設
（
道
路
、
橋

梁
等
）
の
被
害
と
復
旧
に
つ
い
て
」

を
視
察
テ
ー
マ
と
し
て
、

・
震
災
に
お
け
る
特
徴
的
な
被
害

状
況
に
つ
い
て

・
東
松
島
市
被
災
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

・
被
災
者
支
援
の
現
状
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て

　
な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、

現
地
視
察
を
踏
ま
え
て
、
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

日
　
時
　
十
月
三
十
一
日
（水）

　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

視
察
地
　
宮
城
県
多
賀
城
市

視
察
テ
ー
マ

「
被
災
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
支

援
つ
い
て
」

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
震
災
時
の
活
用
に
つ

い
て

・
被
災
直
後
の
対
応
に
つ
い
て

・
被
災
さ
れ
た
要
援
護
者
へ
の
長

期
的
な
支
援
計
画
等
に
つ
い
て

・
乳
幼
児
へ
の
具
体
的
な
支
援
に

つ
い
て

・
被
災
後
の
職
員
配
置
に
つ
い
て

・
要
援
護
者
支
援
の
今
後
の
課
題

に
つ
い
て

　
な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

＊
詳
し
い
報
告
内
容
は
、
紙
面
の

都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
報
告
書
全
文
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
多
賀
城
市
は
、
宮
城
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
県
庁
所
在
地
仙

台
市
に
隣
接
す
る
人
口
六
一
、九
五

九
人
の
都
市
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
度
５

強
を
記
録
し
、
仙
台
港
で
約
七
メ

ー
ト
ル
、
多
賀
城
市
内
で
約
四
、六

メ
ー
ト
ル
の
津
波
に
襲
わ
れ
、
市

全
体
面
積
の
約
三
三
パ
ー
セ
ン
ト

が
浸
水
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
死
者
数
一
八
八

人
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
海

岸
部
で
は
な
く
内
陸
に
位
置
し
、

地
震
発
生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
約

一
時
間
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

周
辺
自
治
体
と
比
べ
る
と
、
比
較

的
人
的
被
害
は
少
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　
な
お
、
ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
が
、

国
道
や
県
道
で
自
動
車
の
中
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
り
、
南
部
の
工
業

地
帯
や
住
宅
地
で
避
難
を
し
な
か

っ
た
人
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
震
災
直
後
に
は
市
内
に
三
九
ヵ

所
の
避
難
所
が
設
置
さ
れ
、
一
二
、

〇
〇
〇
人
以
上
が
避
難
し
、
一
一

三
人
の
職
員
が
担
当
職
員
と
し
て

避
難
所
運
営
に
あ
た
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
三

年
九
月
末
に
全
避
難
所
が
閉
鎖
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、「
被
災
時

に
お
け
る
要
援
護
者
の
支
援
つ
い

て
」
を
視
察
テ
ー
マ
と
し
て
、



⑳

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
の
衆
院
選
に
と

も
な
う
政
権
交
代
と
安
倍
新
政

権
に
よ
る
大
型
の
補
正
予
算
の

編
成
な
ど
、
大
き
な
変
化
の
到

来
が
予
想
さ
れ
る
平
成
二
十
五

年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
南

海
大
地
震
に
備
え
た
学
校
そ
の

他
の
諸
施
設
の
耐
震
化
と
市
民

の
安
全
、
安
心
の
確
保
の
た
め

の
対
策
が
急
が
れ
る
中
、
宿
毛

小
学
校
の
高
台
移
転
適
地
選
定

調
査
の
結
果
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

長
い
間
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

宿
毛
小
学
校
の
再
建
に
つ
い
て

の
動
き
も
加
速
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
安
全
と
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
今
後
と
も
議
員
一
同
気

を
引
締
め
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

山
　
戸
　
　
　
寛

蘢

岡
　
闢
　
利
　
久

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

寺
　
田
　
公
　
一

蘢

宮
　
本
　
有
　
二

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
議
会
活
動
の
状
況
を
市
民
の
皆
様
に
報
告
し
、
市
政
に
関
す
る
情

報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
を
直
接
お
聞

き
す
る
機
会
と
す
る
た
め
、
昨
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
十
一
月
十
五

日
ま
で
の
四
日
間
、
市
内
四
ヵ
所
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
合
計
六
七
名
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
市
政

や
議
会
活
動
に
対
し
て
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
当
日
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
一
同
今
後
の

議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
来
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
議
会
報
告
会
を
開

催
す
る
計
画
で
す
の
で
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
改
め
て
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は

三
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

本会議の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は３月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせください。（蕁６３－２９０７）

なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会事務局までお申し出下さい。

●議会を傍聴しませんか…

〜
編
集
後
記
〜

議
会
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★
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やなせたかし／土佐くろしお鉄道㈱

サンコちゃんサニーくん

梅まつり　開催
　橋上町楠山にある楠山公園に植えられた約６００
本の梅（紅・白）が見ごろを迎えます。
　楠山地区の皆さんが丹精を込めて手入れをして
いる梅の花見を楽しんでください。

みんなの力で『中村・宿毛線』を守りましょう！！
　『土佐くろしお鉄道中村・宿毛線』は、年々利用客が減少し経営が悪化しています。

　中村線（窪川駅～中村駅間）は昭和４５年に国鉄の路線として開業しましたが、採算がとれない路線と

して国鉄時代に廃止対象とされ、宿毛線（中村駅～宿毛駅間）は建設が中断されていました。しかし、高

知県西部地域の鉄道路線を守るため、昭和６１年に自治体が中心となって第３セクター『土佐くろしお鉄

道株式会社』を設立し、同社が昭和６３年から中村線を運行開始し、平成９年には宿毛線が運行開始しま

した。

　中村線は開業当時は利用客が多く、開業後の２年間は黒字を計上していましたが、マイカーの普及や高

速道路の延伸などにより年々利用客が減少し、現在の利用客数は中村線が開業当時（昭和６３年）の半分

以下、宿毛線は開業当時（平成９年）の６～７割程度となっています。開業３年目以降は毎年度赤字が続き、

平成２３年度は１億７，５００万円余りの赤字となっています。

中村・宿毛線を守るために…

・今までよりも少しだけ多く、『中村・宿毛線』を利用してください。

・駐車場を整備している駅もありますので、駅まで自家用車で行って、

そこから鉄道を利用することも可能です。

・ちょっと遠くへのお出かけや隣の市町村のイベントの際などにご利

用ください。

・高知市へのお買い物や関西方面への旅行など、年に１回でも多くご

利用ください。

【問い合わせ先】　土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会　蕁０８８０―３４―１１２９

日　　時　２月２４日（日）
　　　　　１０時～１５時（小雨決行）

もち投げ　１０時３０分～

場　　所　楠山公園（橋上町楠山）

内　　容　特産品販売、イノシシ汁販売など
　　　　　※売り切れ次第終了します。

【問い合わせ先】　山里の家　蕁６４―７０３７

第12回 幡多ふれあい医療公開講座

日　時　２月１７日（日）

　　　　開場　１３時　開始　１３時３０分

場　所　四万十市立中央公民館大ホール

内　容
　・緩和ケアについて
　　～つらさを和らげ、その人らしさを支える～
　　幡多けんみん病院　
　　緩和ケア認定看護師　大家千晶
　・皮膚のお話し
　　～こどもから大人まで～
　　幡多けんみん病院
　　皮膚科副医長　藤岡　愛

参加費　無料（どなたでも参加できます）

主　催　幡多けんみん病院

後　援　宿毛市ほか

【問い合わせ先】　
　幡多けんみん病院　蕁６６―２２２２

今までよりももう１回多く乗って、
マイレール『中村・宿毛線』を守り、
育てていきましょう。



澤

坂
本
図
書
館
長
期
休
館
の

お
知
ら
せ

　　
坂
本
図
書
館
で
は
、
資
料
特
別

整
理
な
ど
の
た
め
、
次
の
期
間
を

休
館
と
し
ま
す
。

　
長
期
休
館
と
な
り
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間
　

　
３
月
２
日
（土）
〜
３
月
８
日
（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

雑
誌
・
図
書
を
差
し
上
げ

ま
す

　
保
存
年
数
を
経
過
し
た
雑
誌
、

図
書
を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
　
間
　
３
月
９
日
（土）
〜

　
　
　
　
（
休
館
日
を
除
く
）

時
　
間
　
１０
時
〜
１８
時
３０
分

　
　
　
　
（
土
・
日
は
１８
時
ま
で
）

場
　
所
　
坂
本
図
書
館

冊
　
数
　
雑
誌
…
１
人
３
冊
ま
で

　
　
　
　
図
書
…
制
限
な
し

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

公
民
館
施
設
の
使
用
予
約

受
付
開
始
の
お
知
ら
せ

　
平
成
２５
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
多
く
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

使
用
予
約
の
受
け
付
け
を
次
の
と

お
り
開
始
し
ま
す
。
た
だ
し
、
営
利

目
的
の
事
業
お
よ
び
営
利
事
務
、
特

定
の
政
党
や
宗
教
活
動
に
あ
た
る

も
の
に
つ
い
て
は
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
以
外

で
も
使
用
目
的
に
よ
っ
て
は
、
施
設

を
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日
時

２
月
１２
日
（火）
以
降
、
平
日
の
８

時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

※
夜
間
・
休
日
に
つ
い
て
は
、
仮

受
け
付
け
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

申
込
方
法

公
民
館
事
務
室
ま
た
は
電
話
に

て
先
着
順
に
よ
り
受
け
付
け
し

ま
す
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
お
よ
び

使
用
料
の
納
付
は
４
月
２
日
以

降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
期
間

　
平
成
２５
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
２６
年
３
月
３１
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
央
公
民
館
　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
上
手
な
医
者
の
か
か
り
か
た

楊
浩
勇
　
著
／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

■
す
ぐ
に
使
え
る
結
び
の
基
本
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ

〜
知
れ
ば
得
す
る
毎
日
の

暮
ら
し
に
生
き
る
ひ
と
工
夫
〜

小
暮
幹
雄
　
監
修
／
辰
巳
出
版

■
作
っ
て
楽
し
い
！
食
べ
て
お
い

し
い
！！
巻
き
ず
し

〜
か
わ
い
い
デ
コ
巻
き
ず
し

＆
お
い
し
い
恵
方
巻
き
〜

飾
巻
子
　
著
／
ブ
テ
ィ
ッ
ク
　
社

■
日
本
の
旧
家
雛
め
ぐ
り
の
旅

萬
眞
智
子
　
著

家
庭
画
報
編
集
部
　
編

世
界
文
化
社

■
今
考
え
る
親
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
で
き
な
い
こ
と

〜
あ
な
た
は
親
不
孝
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
〜

和
田
秀
樹
　
著
／
主
婦
の
友
社

　
親
の
健
康
、
う
つ
・
認
知
症
、

金
銭
問
題
、
介
護
問
題
、
ガ
ン
・

終
末
医
療
…
。
本
当
の
親
孝
行
と

は
何
か
？
　
老
年
精
神
医
学
の
専

門
医
・
和
田
秀
樹
が
、
物
理
的
な

問
題
か
ら
精
神
的
な
ケ
ア
ま
で
、

親
の
た
め
に
「
で
き
る
こ
と
」「
で

き
な
い
こ
と
」
を
具
体
的
に
説
く
。

■
オ
ニ
た
い
じ

竹
内
通
雅
　
絵
／
森
絵
都
　
作

金
の
星
社

　
「
オ
ニ
は
そ
と
。
ふ
く
は
う
ち
」

ま
め
が
飛
び
出
す
と
、
お
面
を
つ

け
た
オ
ニ
は
逃
げ
出
し
た
。
で
も
、

世
界
に
は
も
っ
と
悪
い
オ
ニ
が
い

る
。
ど
う
せ
な
ら
、
本
物
の
オ
ニ

を
退
治
す
る
ぞ
！
小
さ
な
ま
め
た

ち
の
大
き
な
冒
険
を
描
い
た
ユ
ー

モ
ア
絵
本
。

■
み
て
、
ほ
ん
だ
よ
！

フ
レ
ヤ
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
　
絵

リ
ビ
ー
・
グ
リ
ー
ソ
ン
　
文

光
村
教
育
図
書

■
ラ
イ
麦
を
た
べ
た
ろ
ば
の
ロ
バ

ー
ト

林
原
玉
枝
　
作

さ
と
う
あ
や
　
絵

冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

■
ね
む
り
ひ
め

荒
井
良
二
　
著

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

■
図
書
館
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本
　

２〜
図
書
館
の
役
割
を考

え
て
み
よ
う
〜

秋
田
喜
代
美
　
監
修

こ
ど
も
く
ら
ぶ
　
編

岩
崎
書
店

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654
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第
５
回
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ

ン
を
３
月

１７
日

（日）
に
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
時
は
１
、５
０
０
名
を
超
え

る
ラ
ン
ナ
ー
が
宿
毛
路
を
駆
け
抜

け
ま
す
が
、
前
回
大
会
の
ラ
ン
ナ

ー
の
皆
さ
ん
よ
り
通
行
車
両
に
危

険
を
感
じ
た
と
の
多
く
の
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ラ
ン
ナ
ー

の
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
区
間

の
通
行
規
制
、
通
行
の
自
粛
、
迂

回
な
ど
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
２
・
１
９
５
㎞
の
厳
し
い
マ
ラ

ソ
ン
で
は
沿
道
で
の
応
援
が
ラ
ン

ナ
ー
の
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
大
会
で
も
ラ
ン
ナ
ー
よ
り
沿

道
の
応
援
が
心
に
残
っ
た
、
力
に

な
っ
た
と
の
声
を
多
く
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
図
と

と
も
に
、
大
会
前
日
の
通
行
規
制

な
ど
を

２８
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
清
掃
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　　
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち

良
く
走
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
①
、

②
の
日
程
で
コ
ー
ス
の
清
掃
を
行

い
ま
す
。
区
間
が
長
く
、
多
く
の
人

手
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

日
　
時

①
３
月
３
日

（日）
　
８
時
〜

②
３
月

１０
日

（日）
　
８
時

３０
分
〜

※
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
①

は
３
月

１０
日

（日）
に
延
期
、
②
の
延

期
日
程
は
未
定
で
す
。

清
掃
区
間

①
県
道
津
島
線
橋
上
地
区

　（
平
野
〜
楠
山
）

②
松
田
川
堤
防
沿
い
（
和
田
）

第
５
回
　
宿
毛
の
歴
史
講
座

散
策
「
宿
毛
総
曲
輪
を
歩
く
」

　
今
年
度
の
連
続
歴
史
講
座
の
最

終
回
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
土
佐
藩
奉
行
、
野

中
兼
山
の
指
揮
で
構
築
さ
れ
た
宿

毛
総
曲
輪
を
た
ど
っ
て
、
河
戸
堰

か
ら
歩
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
曲
輪
と
は
土
手
の
こ
と
で
、
今

も
一
部
が
残
る
こ
の
曲
輪
が
、
当
時

宿
毛
の
ま
ち
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

日
　
時
（
※
雨
天
中
止
）

　
２
月

１６
日

（土）

　
１３
時

３０
分
〜

１７
時

集
合
場
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
入
り
口

※
１０
㎞
程
度
、
平
地
で
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。

担
当
講
師
　
宿
毛
歴
史
館
職
員

※
事
前
申
し
込
み
、
参
加
料
は
不

要
で
す
。
今
回
の
み
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

プ
ロ
野
球
選
手
が
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

　
１
月
７
日
か
ら

１２
日
に
か
け
て
、

宿
毛
市
野
球
場
に
お
い
て
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
ク
ビ
ラ
主
催

に
よ
る
プ
ロ
野
球
選
手
の
合
同
自

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

大
野
選
手
・
乾
選
手
、
埼
玉
西
武

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
林
崎
選
手
・
駒
月

選
手
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

の
鈴
木
選
手
・
藤
岡
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
１０
日
に
は
６
選
手
よ
る
野
球
教

室
が
開
か
れ
、
市
内
の
子
ど
も
た

ち
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
熱
心
な

指
導
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
プ
ロ
の
選
手
と
実
際

に
触
れ
合
い
な
が
ら
野
球
を
教
わ

り
、
憧
れ
の
選
手
か
ら
受
け
る
実

技
指
導
を
少
し
で
も
吸
収
し
よ
う

と
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
６
選
手
の
活
躍

に
期
待
し
ま
し
ょ
う
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

作
業
内
容

　
草
刈
り
お
よ
び
ゴ
ミ
拾
い
　

※
草
刈
り
機
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
　

集
合
場
所

①
各
地
区
、
指
定
場
所
（
後
日
ご

連
絡
し
ま
す
。）

②
河
戸
堰
管
理
棟

　
清
掃
区
間
の
振
り
分
け
の
た
め
、

ぜ
ひ
事
前
の
参
加
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。（
清
掃
区
間
内
の
方

は
事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

　
本
大
会
成
功
の
た
め
に
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
大
会
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局
（
宿
毛
市
総
合

運
動
公
園
内
）

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

　
薨
６
６
―

１
４
６
８

そ
う
く
る
 

わ

総曲輪が礎となって発展
した宿毛中心市街地

み
ん
な
の
力
で

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
を
成
功
さ
せ
よ
う

3
17



濆

乗
っ
て
残
そ
う

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 

蕁
0
8
8
0
｜

3
5
｜

5
2
4
0

やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

公
共
下
水
道
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

宿
毛
市
水
道
課

蕁
6
3
｜

1
0
0
9

ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ
に

蕁
6
2
―

0
8
8
8

加
入
し
ま
し
ょ
う

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
 

時

　
２
月

１９
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。
事
前
に
年
金
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
年
金
係
に
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
事
前
に
ご
準
備
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
人
の

本
人
確
認
で
き
る
も
の（
免

許
証
な
ど
）
も
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が

免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」

や
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
が
該
当
す
る
「
法
定
免

除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若

年
層
（

２０
歳
代
）
の
方
を
対
象
と

し
て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付

猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ

り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は

１０
年
以
内
（
例
え
ば
、
平
成

２５
年

２
月
分
は
平
成

３５
年
２
月
末
ま
で
）

で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め

に
も
、
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
追
納
は
、
先
に
経
過
し
た
月
の

分
か
ら
順
次
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
追
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

民
課
年
金
係
ま
た
は
幡
多
年
金
事

務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

割
引
が
あ
り
お
ト
ク
で
す
！

　
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前

払
い
す
る
と
割
引
が
あ
る
「
前
納
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
、

・
口
座
振
替
に
よ
る
「
前
納
」

・
現
金
納
付
に
よ
る
「
前
納
」

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ

る
「
前
納
」

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
「
前
納
」

さ
れ
る
と
、
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前
納
」

よ
り
も
割
引
額
が
多
く
お
得
で
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
「
前
納
」
に
は
、

当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き

落
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
月
々

５０
円
割
り
引
き
さ
れ
る

早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も

割
引
額
が
多
い
６
ヵ
月
前
納
・
１

年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
上
、

市
民
課
年
金
係
ま
た
は
幡
多
年
金

事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

　
日
本
年
金
機
構

　
幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
一
口
メ
モ

〜
ご
注
意
！
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
の
通
信
販
売
〜

　
商
品
を
購
入
す
る
手
段
と
し
て

通
信
販
売
は
大
変
便
利
で
す
が
、

店
舗
で
の
買
い
物
と
違
い
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
事
も
多
い
の
が
現
状
で

す
。
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
合
、

じ
っ
く
り
判
断
す
る
時
間
が
無
く

印
象
で
購
入
し
が
ち
で
、
実
際
に

商
品
が
届
く
と
想
像
と
違
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
宣
伝
の
印
象
だ
け

で
決
め
ず
に
、
サ
イ
ズ
、
値
段
な

ど
の
商
品
の
情
報
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
返
品
で

き
る
か
、
返
品
で
き
る
な
ら
条
件

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
い
わ
ゆ

る
「
返
品
特
約
」
に
つ
い
て
、
広

告
な
ど
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

・
番
組
か
ら
の
印
象
だ
け
で
購
入

を
決
め
ず
、
商
品
の
使
い
方
や

使
用
上
の
制
限
な
ど
を
事
前
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
申
し
込
み
時
の
内
容
や
連
絡
先

を
控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

６
３
０
１

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８
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２月 ３月

〈
ホ
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〈i-m
o

d
e

〉 http
://w

w
w
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a
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2
・
3
・
9
・
10
・
17
・
19
・
24
・
25
・
30
・
31

2
・
3
・
9
・
10
・
16
・
17
・
23
・
24

市 役 所 税 務 課 9：00～17：00
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
※お昼休みも納付できます。

24（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
14（木）
28（木）

（木）2828
22 納期限

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問 い 合 わ せ 先
1（金）

2（土）

3（日）
5（火）
8（金）

9（土）

10（日）
11（月・祝）
12（火）
14（木）
15（金）

16（土）

17（日）

18（月）

19（火）

20（水）
21（木）

24（日）

25（月）

27（水）
28（木）

2（土）

3（日）

小さな村の小さな展覧会（～5日）

第5回 すくも探健元気ウォークラリー

子どもいけばな教室
（9日、16日、23日、3月2日）
幡多地区中学校バスケットボール大会
公的年金等の申告相談会（～7日）
第52回 宿毛市地区長連合会定期総会
第27回 中学校バレーボール宿毛大会
（～10日）

平成24年度 第5回 幡多地区陸上講習会
（中学・高校合同実施）
第38回 宿毛サッカー選手権大会（社会人の部）
2013 早春健全育成ジュニア駅伝大会
ふれあい保育（体験入園）
夜間市税納付窓口開設日
高知県立宿毛高等学校 第10回 総合学科発表会

第34回 部落解放文化祭（～17日）

第5回 宿毛の歴史講座 散策「宿毛総曲輪を歩く」
講演会「地域防災と女性の視点」
宿毛市体育協会 バドミントン大会
第6回 四国西南小学生駅伝競走大会
第12回 四国西南中学新人駅伝競走大会
新港産直市
育児相談
ふれあい保育
出張年金相談

行政相談「定例相談日」

あいさつ・声かけ運動日
通学路安全の日
休日市税納付窓口開設日
宿毛市体育協会杯
　スカッシュバレーボール大会
西部地区キッズサッカーフェスティバル
梅まつり
歯周病予防啓発　歯っぴいイベント
　～歯周病の本当のこわさ知っていますか～

講演会「糖尿病って本当に怖いの？
～意外とできる糖尿病とのつきあい方～」

宿毛市スポーツ賞表彰式
夜間市税納付窓口開設日
第1回 四万十・足摺無限大
　チャレンジライド（～3日）
第11回 梓立祭

手代岡隣保館
宿毛市総合運動公園
陸上競技場（集合）

宿毛文教センター
（会議室2）
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
宿毛文教センター

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園
真丁商店街
市内 各保育園
市役所 税務課
宿毛市総合社会福祉センター

正和隣保館ほか

宿毛文教センター入り口（集合）
宿毛文教センター（会議室１）
宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

すくも８４マリンターミナル

宿毛幼稚園

市役所（市民課で受付）

宿毛文教センター

市内全域
市内全域
市役所 税務課

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園
楠山公園
パルティ・フジ宿毛店
食品館催事場

宿毛文教センター
（多目的ホール）
宿毛文教センター
市役所 税務課
四万十市安並運動公園
（メイン会場）
宿毛文教センター

9:00

9:00

10:30

9:00
9:30

13:30
10:20

8:30

14:00

9:00
9:00
9:30

17:15
13:30
13:00

9:30
13:30
13:30

8:30

9:00

9:00
9:00

10:00
10:00

13:00

9:00

9:00

9:00
10:00

10:00

18:30

16:30
17:15

15:00

たんけん

9日

10日

16日

17日

手代岡隣保館　蕁66－0756
市　民　課　蕁63－1112
保健介護課　蕁63－1113

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
総　務　課　蕁63－0948

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467
総合運動公園　蕁66－1467
各 保 育 園
税　務　課　蕁63－1115
高知県立宿毛高等学校 蕁63－2164

正和隣保館　蕁63－2254

宿毛歴史館　蕁63－5496
江口千代美　　090－5146－7529
総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

産業振興課　蕁63－1117

宿毛幼稚園　蕁63－2914

市　民　課　蕁63－1112
松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 治　蕁67－1778
青少年育成センター 蕁63－4197
総　務　課　蕁63－0948
税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467
山 里 の 家　蕁64－7037
株式会社ユーエスケー

蕁088－883－3322

市　民　課　蕁63－1112

総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
㈱JTBコミュニケーションズ

蕁06－6348－1726
企　画　課　蕁63－1118

3月

宿毛市野球場 今後のキャンプ情報

・2月8日（金）～2月17日（日）　

　関西学院大学硬式野球部

・2月18日（月）～3月1日（金）　

　日本生命野球部

【問い合わせ先】
　宿毛市総合運動公園　蕁６６－１４６７

後期高齢者医療保険料 8期

国民健康保険税 8期

介 護 保 険 料 8期

平成25年　２月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



濟

【問い合わせ先】　保健介護課予防係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

【問い合わせ先】　保健介護課保健衛生係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

　「健康タウン宿毛」では、健康に関する情報の閲覧のほか、宿毛市内の病院情報、薬の情報の検索をす
ることができます。また、マイページを登録すると、体重・血圧・腹囲・体脂肪率・ＢＭＩなどの管理を
することができます。ぜひご活用ください。宿毛市内高齢者施設なども閲覧できます。

　「健康タウン宿毛」と検索するか、http://sukumo.kenko-town.ne.jp/と入力してください。また、
　宿毛市ホームページにも、バナーが表示されています。

　平成２５年度の「保健事業計画表」および「各種健診（検診）申込書」を、２月中旬に全世帯へ配布し
ます。保健事業計画表にて日程・場所などをご確認のうえ、申込書にて、３月１５日（金）までにお申し込
みください。お電話でのお申し込みは、４月より受け付けを開始します。
　ぜひ１年に１度は健診（検診）を受診し、ご自分の健康管理にお役立てください。

「健康タウン宿毛」の検索方法

新年度の健診（検診）の申し込みがスタートします！

宿毛市の健康・医療・介護に関する情報を閲覧できます！
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　高知県では、日本一の健康長寿県構想の取り組みの一つとして、歯と口の健康づくりに取り組んでいます。
日本人の成人の約８割がかかっている歯周病について、クイズをとおして学んでみませんか？

歯周病予防啓発　歯っぴいイベントのお知らせ　～歯周病の本当のこわさ知っていますか～

日　時　２月２４日（日）　１０時～１６時
場　所　パルティ・フジ宿毛店　食品館催事場
内　容　歯周病クイズに答えて　歯科グッズをもらっちゃお！！
　　　　栄養士による食育相談コーナー
　　　　歯科衛生士による歯科相談コーナー

【問い合わせ先】
　株式会社ユーエスケー（浜崎、依光）
　蕁０８８－８８３－３３２２

歯周病と全身の病気
歯周病は、糖尿病や心疾患など
の全身疾患と関連が深く、最近
では、歯周病を改善すると糖尿
病の状態も良くなるというデー
タも発表されています。

３月 の 保 健 衛 生 事 業 【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

【問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

13（水）
27（水）

12：30～13：00
12：30～13：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 受 付 時 間日

［1歳6ヵ月児健康診査］対象児に個人通知します

6（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

5（火）
14（木）
19（火）
28（木）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
す く す く ひ ろ ば
宿毛東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂

母子保健 成人保健

場 　 所 実 施 時 間日
1（金）

6（水）

7（木）
8（金）
18（月）

21（木）

22（金）

18：30～11：00
19：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
19：30～11：00
10：00～11：30
10：00～12：30
12：00～14：30
18：30～11：00

鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宇 須 々 木 公 民 館
山 北 集 会 所
神 有 多 目 的 集 会 所
小 筑 紫 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
沖の島開発総合センター
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー

［健康相談］

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

犬の引き取り

●犬の引き取りを希望される方は保健介護課までご連絡ください。

　市民の皆さんには、献血にご理解とご協力をいただき、
ありがとうございます。
　赤十字血液センターでは、輸血を受ける患者さんの
安全性をより向上させるため、４００裨献血の推進に
ご協力をいただいており、医療機関からの依頼状況を
勘案しながら、２００裨の献血の受注を調整しています。
　皆さんの善意のお申し出に、お応えできないことも
生じるとは思いますが、これらの状況をご理解いただき、
ご協力をお願いします。

場　　　所 受 付 時 間日
13：00～17：00
19：00～10：30
12：30～17：00

大 井 田 病 院
ＪＡ高知はた宿毛支所
幡多けんみん病院

3月13日（水）

3月14日（木）

献血バスがやってきます！
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宿毛大橋

10.7

（宿毛大橋東側～北本大福堂）
通行止め区間 9時～11時40分

▼大月・土佐清水

四万十蜷

40㎞地点

フル10㎞地点

20㎞地点

橋上

神有

坂本

楠山

坂本ダム

平野

中角

和田

宿毛大橋

二ノ宮

すくも ひがしすくも

ひらた

文
教
セ
ン
タ
ー

（WC）

30㎞地点

松

　田

　　川

篠
　川

土佐くろしお鉄道

▲
宇
和
島

折返し

第3関門 25.7㎞

第5関門 38.3㎞

第2関門 16.5㎞

第1関門 9.7㎞

第4関門 32.9㎞

10㎞ゴール

宿毛市総合運動公園
（スタート・ゴール）

蜻
愛
南
・
宇
和
島

奥
奈
路

大会開催時は9時～16時までコースをランナーが走行
しますが、下記の時間帯については特に混雑が予想さ
れます。迂回するなどのご協力をお願いします。

車 両 通 行 止 め 区 間
ランナーが往復する区間
ランナーが往復する区間
車 両 通 行 止 め 区 間
道幅が狭く混雑する区間

（9時～10時20分）
（10時前後）
（11時20分～14時）
（9時～11時40分）
（9時～11時）

10.7

10.1

6.0

2.1

3.8

14.5

41.3

16.7

25.5

28.1

30.5

39.5

大会開催日／3月17日（日）
フルスタート／9時
10㎞スタート／9時15分

①
②
③
④
⑤

宿毛花へんろマラソン大会コース図
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